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幕
末

、

明
治
初

期
に

お
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生
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的
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検
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　一
、

闘
題
の

所
在

　

後
進
国
に

お

け
る

資
本
主
義
化
の

過
程
は
、

初
期
の

段

階
か
ら
す
で

に

そ
れ
を
と

り
ま
く
既
存
の

国
際
的
経
済
諸
関
係
の

中
で

条
件
づ

け
ら
れ

、

　
　
　
　
　
　（
1

）

規
定
さ

れ
て

い

る
。

日

本
の

場
合
も
開
港
を

機
と

し

て

資
本
主

義
世
界
市

場
B
国

際
的
分

業
体
系
の
一

環
に

組
み
込

ま
れ
た

こ

と
に

よ
っ

て
、

こ

う

し
た

〈
国
際
的
契
機
〉
を
初
期
条
件
と
し
、

再
生
産
構
造
そ

の

も
の

が

外

国
貿
易
を
「

不
可
欠
の

媒
介
環
」

と

し
て

内
包
し
つ

つ

展
開
せ

ざ
る

を
え

　
　
　（
2）

な
か
っ

た
。

　
生
糸
は

開
港
以

降
明
治
期
を

通
じ
て

最
重
要
輸
出

品
で

あ
り

、

し
か

も

明
治
期
に

お

い

て

は
く

移
殖
産
業
V
生
産

手
段
の

輸
入

を

可
能
に

す
る

外

貨
獲
得
の

た

め
の

戦
略
的

役
割
を
担
い

、

　
「

ま
さ

に

日

本
資
太
⊥

土

義
興
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

3
）

の

鍵
を
に

ぎ
る
」

重
要
な

産

業
部
門
で

あ
っ

た．、

開
港
を
契
機
と
す
る

生

糸
輸
出
の

増
加
は
、

海
外
市
場
に

お

け
る

需
要
の

増
大
を
基

礎

条

件

と

し
、

国
内
に

お

け
る

旧
来
の

流
通
機
構
の

再
編
を

と
も
な
い

な

が
ら
、

製

糸
業
の

発
展
を

促
し
た．、

生
糸
に

対
す
る

需
要
は
、

絹
繖
物
の

嚢
侈

品
的

性
格
上

非
常
に

不
安

定
で

、

と
く
に

需
要
サ
イ

ド
で

の

景
気
動
向
に

強
く

規
定
さ
れ
、

そ

れ
ゆ

え

生

糸
輸
出
の

動
向
は

輸
出

市
場
に

お

け
る

品
質
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

び

価
格
を
含
め

て

の

他
国
糸
と
の

競
争

力
に

依
存
し
て

い

た

と
い

え

る
。

　

幕
末

、

明
治

初
期
に

お
け
る
生

糸
輸
出
に

関
し
て

は
、

　
門

横
浜

市
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5

）

第
二

巻
を
は

じ

め
い

く
つ

か

の

研

究
が

あ
る

が
、

日

本
の

生
糸
輸
出
を
、

　
　
　
（
6

）

世
界
経
済
な
い

し
は

海
外
市
場
と
そ

れ
に

対
応
す
る

国
内
製
糸

業
の

発

展

と
い

う

視
角
か

ら、

つ

ま

り
供
給
サ

イ

ド

と

需
要
サ

イ

ド

の

両
側
面
か

ら

相
対
的
に

位
置
づ

け
る
と
い

う
試
み

縫
と
ん

ど
な

さ

聾
k

い

な

寵

　
従
来
の

研
究
に

よ

れ

ば
、

幕
末
期
に

お

い

て

口

本
の

生
糸
輸
出
の

増
大

を

可
能
と
し
た
要

困
は
、

海
外
市

場
に

お

け
る

日

本
糸
の

良
質

性
と

低
廉

性
に

あ
っ

た

こ

と
が
一

貫
し
て

主、
張
さ
れ

、

と

く
に

後
者
に
つ

い

て

は

鬮

際
市
場
に

お

け
る
日

本
糸
価
格
の

低
廉
性
と
と

も
に

、

躙

際
価

格
に

比
較
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し
て

横
浜
売
込
相
場
が

著
し

く
低
廉
で

あ
っ

た
と
い

う
二

重
の

意

味
を

含

　
　
　
（

8）

ん

で

い

る
。

し
か

し
、

世
界
市
場
へ

の

編
入
と
い

う
こ

と

自
体

、

国

際
市

場
に

お
け
る

市
場
価
格
の

形
成、

価
値
法
則
の

貫
徹
を
意
昧
し
て

お

り、

日

本
糸
価
格
だ

け

が
著
し
く

低
く
設
定
さ

れ
る
こ

と
が

は

た
し
て

可

能
で

　
　
　
　
　

 
）

あ
っ

た
だ
ろ

う
か

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　ハ
亙o）

本
黐
は

、

『

英
国
領

事
報
告
 

及
び

ヲ
ヤ

ー

テ

ィ

ン

・

マ

セ

ソ

／

商

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

11）

会
文
書
」

富
猛
冒
Φ

蜜
9

浮
窃
o
づ

〉

琴
ぼ
く
 

（

以

下

丶

ミ
毎

と

略
称
）

を

資
料
と
し
て
、

幕
末

、

明
治
初
期
に

お

け
る
日

本
の

生

糸
輸
出
の

動
向

を
、

開
港
以

降
主
要
な

輸
出
市
場
で

あ
っ

た
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

甫
場

（

ロ

ン

ド

ン

及
び
リ

ヨ

ン
）

と

の

関
連
で

通
説
の

問
題

点
を

再
検
討
す
る

こ

と

に
よ

っ

て
、

日

本
資
本
主
義
形
成
期
に

お

け
る

く
国

際
的
契

機
V
の

経
済
史
的

一

側
面
を

照
射
す
る
こ

と
を

企
図
し
て

い

る
。

こ

う
し
た
生

糸
輸
出
の

発

展
が

国
内
に

お
け
る

製
糸
業
の

発
展
と
相
互

関
連
性
を
も
っ

て

い

る

こ

と

は
い

う

ま
で

も
な

い

が
、

本
稿
で

は

対
象
を
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

市

場
と

の

関
連

に

限
定
せ

ざ
る

を

え
な

か
っ

た
。

　
註

　
ハ

ー
）

中
川

敬
一

郎
「

比

較
径
済
史
学
と
姻

際
関
係
…
（

、
社
汽

ー
γ

…

　
　
学
』

第
二

九
巻

第
｝

号、

一

九
六
三

年
）

、

八
二

頁
。

　
（

2
）

　
水

沼
知
一

「

明
治

後
期
に

お

け

る
生

糸
輸
出
の

動
向
 
（

『

社
会

　
　
経
済
史
学
』

第
二

八

巻
第
五
厂…」、、
　一

九
L

ハ一
二

郵−
） 、
　

幽

颪、
　
及
び

同

　
　
「

外
国

貿
易
の

発
展
と

資
本
の

輸
出
」

　
（

柑
西
光
速

編
『

日

本
経
済

　
史
大
系
』

近
代
下

、

東
大
出
版
会

、

一

九
六
五

年
、

所
収
）

、

二

五

　
〇
〜

二

五

二

頁
。

そ

の

他
名
和
統
一

『

日

本
紡
績
業
と
原
棉

問
題
研

　
究
』

（

大
同
書
院
、

一

九
三

七

年
）

、

四
四

九
頁
を
参
照

。

（

3
）

　
中
村
政

則
「

製
糸
業
の

展
開
と

地
主
制
隔

（

『

社
会
経

済
史
学
』

　
第一．…
一
．

巻
五
・

六
合
併
皿

つ

、

　一

九
亠

ハ

ニ

年
） 、

四
六

頁
。

（

4
）

ρ

中

艱
⇔

昆

熟

。

ひ
霞
ρ

→

詳

さ
隣

ミ
ミ
N

ミ
帖

§

ミ

　
丶

魯
§

§
或

陶

§
覧
職

（

躍
⇔

巧

《
o

昏
卩

諍
臼

唱

騎
霧

狐
頓

揺
）

　
で

は

次
の

よ

う
に

指
摘
さ
れ
て

い

る
。

　
「

輸
出
国
と

し
て

の

門

本
の

　
成
功
は

、

第
一

に
、

生
産
費
を

引
き
下
げ

、

鬮
際
市
場
に

お
け
る

輸

　
出
品
の

競
争

力
を

維
持
す
る
能
力
に

あ
っ

た

と

い

う
意
味
で

説

明
さ

　
れ

う
る

。

」

（

唱

漏
漂

）

（

5
）

　
山
口

和

雄、

『

幕
末
貿
易
史
』

（

中
央
公

論
社

、

一

九
四
三

年
）

、

　
石
井
孝
『

幕
末
貿
易
史
の

研
究
』

（

日

本
評
論
社

、

一

九
四
四

年
） 、

　
『

横
浜
市
史
』

第
二

巻

（

一

九
五

九
年
）

及
び

第
三

巻
ヒ

（

一

九
六

　
一

年
）

な
ど
が

あ
る

。

（

6
）

　
一

九

世
紀
後
半
期
に

お
け
る

世
界

経
済
に

つ

い

て

は

ω「
bd°

　
60
騨

巳鴇

偽

ミ

ミ
黥

ミ
鳴

ミ
職
恥

為

O
器
基
憲
偽

噛

ミ
儀
鳴

丶

粤
QI

誌
丶

戯

　

Q
 

才
Φ

愚
090

慧
ぐ゚

℃
同

霧
9

塔
 
Oh

堀
晋
作

、

西

村
閑
也
訳

　
『

世
界
貿
易
の

構
造
と

イ

ギ
ーー

ス

経
済
隔

、

法
大
出

版

局、
　一

九
七

　
四

年
）

、

河
野
健、
一
、

飯
照
二

郎
糒
『

肚
界
資
本
憲
義
の

彩
成
』

（

召

　
波
書
店

、

　
一

九
六

七
年
）

及
び

『

世
界
資
本
主

義
の

歴
史
構
造
臨

　
（

岩
波
書
店
、

…

九
七
〇
年
） 、

毛
利
健
三

『

自
由
貿
易
帝
国
主

義
諞

　
（

東
大
出
版

会、
　一

九
七
八

年
）

，

竹
内
幹

緻
…．
レ

九
姐
謹
観
串
の

　
嫐
界
経

済
」

　
（

講
座
闘

世
界
歴
史
』

19
、

近

代
6
、

岩
波
書
店、

一

31　 （263）

N 工工
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九
七
一

年
、

所
収
）

な
ど
を

参
照

。

（

7
）

対
象
時
期
は

異
な
る

が
、

こ

う

し
た

問
題
意
識
に

も
と
つ

く
研

　

究
と
し
て

石

井
寛
治
『

日

本
蚕
糸
業
史
分
析
』

　
（

東
大
出
版
会、
一

　

九
七
二

年
）

が
あ
る

。

ま
た

中
村
政
則
氏
は
日

本
の

製
糸
業
の

ワ

ン

　
サ

イ

ド
。

マ

ー

ケ

ッ

ト

的
性
格
と

他
律
的
に

強
要
さ

れ
た

発
展
を
強

　

調
さ

れ
て

い

る

が
、

こ

う
し
た

視
角
か

ら
で

は
臼

木
の

生

糸
輸
出
の

　

増
大
を

可
能
と

し
た

国
内
レ

ベ

ル

で

の

対
応
と

発
展

を
杷

当
に

位
置

　
づ

け

ら
れ
な

い

の

で

は

な
い

だ

ろ
う
か

（

前
掲
論
文、

四

七
買
）

。

（

8
）

　
高
橋
経
済
研
究
所
『

日

本
蚕
糸
業
発
達
史
』

上

巻
（

生
活
社、

　
一

九
四
一

年
）

、

六
四
ー
六
五

頁、

山
口

和

雄、

前
掲
書

、

三

三
、

　
四

九
〜
五

〇
頁、
　
『

横
浜
市
史
』

第
二

巻、

三

七

九
〜
八

〇
及
び

五

　
二

二

頁
、

楫
西

光
速
編
『

現
代
日

本
産
業
発
達
史
斑
』

繊
維
ー
上
1

　

（

交
詢
社、

一

九
六
四

年
）

、

二

二

〜
二

三

頁
、

海
野
福
寿
『

明
治

　
の

貿
易
』

（

塙
書
房

、

　一

九
六
七
年
）

、

五

七
〜

五

九
頁

、

中
村
哲

　
「

開
港
」

（

『

講
座
日

本
史
』

5
、

東
大

出
版
会

、

一

九
七

〇
年

、

所

　
収
） 、

六
四

頁、

山
崎
隆
三

「

幕
末
維
新
期
の

経
済
変
動
」

　
（

講
座

　
『

日

本
歴
史
』

13
、

近

世
5
．

岩
波
書
店
、

皿

九
七
七
年、

所
収
）

、

　
一

四
五

頁
な
ど

。

（

9
）

　
国
内
価
格
の

国
際
価
格
へ

の

平
準
化
に

つ

い

て

は
、

薪
保
博

　
「

幕
末
期
・

明
治

期
の

価
格
構
造
」

（

『

社
会
経
済
史
学
』

第
三

三

巻

　
第
一

号
、

　一

九
六
七

年
）

を
参
照

。

（

10
）

　
Oo

日
目

霞
鼠
巴

沁

魯
o

舞
ω

ヰ
o

踏

踏

自

寓
ε
＄

亳．
伍

08

・

　
°・

巳
゜。

ぎ
一

帥

唱
⇔

ロ

及
び

Oo

ヨ
ヨ

禽
9
巴

開
Φ

噂
o
同

窃

マ
o

目

躍
Φ
円

　
試
ε
Φ
・。

昌．
・。

Oo

霧
自

騨

ぎ

O
試

葛
（

以
下
O
肉

と

略
称
）

。

各
々

　
鳴

嵐
鷲

簿

℃

ミ
丶

ミ
ミ

§
〜

ミ
勘

、
趨

特

ミ
卸

丶

叫
、
眺

≧

及
び

G

零

　
宅
鍋

厚
駐
犀

ご
臥
く

霞
陰

亳

b
 

Φ

ゆ

望

鼠…
鵠

后D
霞
准
ρ
 

犀

碧−

　
口
oP

騨
。

『
目

畠旨
同

O

譯

（

以
下

鞠
、

鍾
丶

属

℃
墨

≧

及
び

O

§
S

　
と

略
称
）

を

利
用
し
た

。

（

11
）

ケ
ン

ブ

リ
ッ

ジ

大
学
図

書
館
所
蔵

。

ジ

ャ

ー

デ

ィ

ン

・

マ

セ

ソ

　
ン

商
会
文
書
に

つ

い

て

は

横
山
英
【，
ジ
ャ

ー

デ

ィ

ン

・

マ

セ

ソ

ン

商

　
会
文
書
」

（

『

史
学
雑
誌
』

第
六
八

編

第
六
号、

一

九
五

九
年
）

を

参

　
照

。

二
、

日

本
の

生

糸
輸
出

　

幕
末
に

お

け
る

貿
易
額
に

関
し

て

は
、

す
で

に

山
口

和
雄

、

石
井
孝
両

氏
に

よ
っ

て

指
摘
さ
れ
て

い

る

よ

う

に
、

統
計
技
術
の

未
熟
さ

も
さ

る

こ

と
な
が

ら
、

密
貿
易
額

、

艦
船
及
び

武
器
類
の

輸
入
額
及
び

金
貨
流
出
額

が

明
確
で

な
い

う
え
に

、

さ

ら
に

洋
銀
の

減
価
に

も
と

つ

く
過

少
評
価
あ

る

い

は

過
少
申
告
が
あ
る
た
め
に

、

正

確
な

貿
易
統
計
を

再
構
成
す
る

こ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

エ
）

と
は

む
し

ろ
不
可
能
で

あ
る
と
い

え
る

。

　
『

横
浜
市
史
』

第
二

巻
に

よ

れ

ば
、

横
浜
港
か

ら
輸
出

さ

れ

た

生

糸
の

生

糸
総
輸
出
額
に
対
す
る

割
合

は
、

数
量
に
お
い

て

九
七
〜
九
九
パ

ー

セ

ン

ト
、

価
額
に

お
い

て

も

九
九

　
　
　

　
　ハ
2）

パ

ー
セ

ン

ト

で
、

横
浜
か

ら
の

総

輸
出
額
の

五
四
〜
八

六
パ

ー

セ

ン

ト

を

　
　
　

　（
3
）

し
め
て

い

た
。

　
第
一

表
は
一

八

六
〇
〜
六
一

年
か

ら
一

八
七
五
〜

七
六

年
に

い

た

る

期
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（単位　梱＝106．7ポ ン ド）

1 ピ クル 当
単　価

ドル

372403459500617744765741882847796783684585488450（100）
（108）

（123）

（134）
（166）

（206）

（206）

（199）

（237）

（228）

（214）

（210）

（184）
（157）

（131）

（121）

額価

第 1 表　日本の 生 糸輸 出額

　　　　　　　　ド ル

　3，369，864

3，844， 023

　9，
493

，
400

　6， 374、 685

　8，
153

、031

　6，9ユ6，559

　8，304．， 969

　7，295， 044
10，582， 938

　9，781，100

　5，397，203

　9，171，27e

　7，897，300

　6，798，800

　4，663， 790

　4，874，320

（100）
（114）

（282）

（189）

（242）
（205）

（246）

（216）

（314）
（290）

（160）
（272）

（234）

（202）

（138）

（145）

数

：Ll， 31811

， 91525

，89115

，931

！6， 52311

，61913

，56412

， 306

：廴4， 98414

，4368

，46714

， 635

／4，42814

，52011

，941
ユ3，591

量

（100）

（105）

（229）

（141）

（146）

（103）

（120）

（109）

（132）

（128）

（75）

（129）

（ユ27）

（128）

（106）

（120）

一

疫年

…｝一

1860〜61

1861〜 62

1862〜 63

」863〜64

玉864〜 65

1865〜 66

1866〜67

1867〜68

1868〜 69

1869〜 7G

／870〜71

／87Z〜 72
1872〜 73

ユ873〜 74
i874〜 75
1875 〜 76

（資料）　Review 　 of 　 the 　 Japan　 Silk　 Trade 　from 　 1874　 to　 1877，　Summary

　　　 of 　 Ccmmeroial 　 Reports　by　 Her 　 Majesty
’

s　 CQnsuls　 in　 Japan　 for

　　　 the 　51ear　 1876，　PP ．39−41　（BPP ，
　JA 」P∠4N ，

　VoL6 ，　PP ．245−247）．

（註）　 年度．は 7 月1 日よ り翌年 6 月30日 。 　 （　 ） 内は 1860〜61年を 100 とす る

　　　　 指数 。

聞
の

生
糸
輸
出
額

、

一

ピ

ク

ル

当
り
の

単
価、

及

び
一

八

六
〇
〜
六
一

年
を

基
準
年
度
と

す
る

指
数

　

　

　

　
（
4
）

を
示
し
て

い

る
。

生

糸
輸
出
は

幕
末
期
と

同
様
明

　

　（
5

）

治

初
期
に

お
い

て

も

停
滞
的
で

あ

り
、

一

ピ

ク

ル

当
り

単
価
も
一

八
六
八

〜

六
九
年
の

八
八

ニ

ド

ル

を

頂
点
と

し
て

急
落
し

て

お

り、

輸
出
価
額
も
そ

れ
と
と

も
に

下

落
し
て

い

る
。

　

生
糸
の

輸
出
仕

向
地
に

つ

い

て

は
、

従
来
パ

ス

ケ

B
ス

ミ

ス

の

引
用
し

て

い

る

統
計
が

利
用
さ

れ

　

　（
5
）

て

い

る
。

引
用

資
料
に

関
し

て

は

出
典
が
明
記
さ

れ
て

い

な
い

た
め

不
明
で

あ
る

が
、

他
の

資
料
か

ら
推
定
す
る

と

外
国
商
館
の

発
行
し
た

何
ら
か
の

　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　
（
7

）

O
躍
o

巳
贄

で

あ
る
と
思

わ
れ

る
。

第
二

表
は

、

一

八

六
二

〜
六
三

年
以
降
の

生
糸
輸
出

先
別
に
つ

い

て
、

横
浜
商
業
会
議
所
（

外
国
人
）

の

指
導
下

に

発
行

さ

れ

た

網

轟
罫
奪

蓉

、

蓋
龕
動

O
袋

讐

　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

〔
8）

試
義
Q
 
織

k

瞬

ミ
禽
W

躑

驫
ミ
叫

‘

い

う

市
況
報

告
に

も
と
つ

い

て

作
成
し
た
も
の

で

あ
る

。

日

本

側
の

貿
易
統
計
で

仕
向
地
別

統
計
の

明
ら
か
に

な

る

の

は

明
治
六
年
（

一

八

七
三
）

以
降
で
あ
る
か

33　 （265）
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｝

（単位 梱）

　 　 　 　 　 1
ア メ リカ　 　 そ 　 の 飼 計

25，　88615

，　93116

，
　52711

，
　58613

，

．55412

，　30614

，　98414

，4368

，
46714

，6351）

14
，4282）

　　　　　　　　 ％

18，88］．（72．9）

　5， 692　（35．7）
2

， δ56

　　14s）

　　 91

　　　1 （

　　ユ9

（ユ5．5）

（ 1，3）1
（・．7）I
　G．0）1

（o．1）1

　　　　　％

143　（0．6）

55 （Q．3）

55 （O．5）

ユ23　（0，9）

647　（5．3）
799 （5．3）

　　98 （ 1，1）

　430　（　2．9）
1， 375　（　9，5）

一

ー．

260　（1，8）
353　（4．2）

56 （O．4）
172　（1。2）

第 2 表　生糸輸出先国別表

　 フ フ ン ス

1 　 　 　 ％

　　2054

，4794

， 0824

， 6846

，1956

，
1565

，8G4

　　8966

，
2035

， 516

（ L3 ）

（27．1）

（35．　2）

（34．　6）
（50，　3）

（41．1）

（40．2）

（10．6）

（42．4）
（38．　2）

1
，i：” 度 旨 イ ギ

’
リ ス

　 　 　 1」’rri−一一

5

　　　　　　　％

6．862　（26，5）

8 ， 979　（56．4）

9，492　（57，4）
7， 300　（63．0）

8， 656　（63．9）
5，463　（44．4）

8， 010　（53，5）

8，372　（58．0）
7，120　（84．1）
7，946　（54，3）
t，365　（51．0）

】．862〜63

1863 〜 64

1864〜 6
1865〜66

ユ866〜 67

1867〜 68

1868〜 69

1869〜 70

1870〜71

18ア1〜72

1872〜 73

（資料
・） 1862〜63−一一1867〜68： Yokollama 　Prices （⊃urrent 　 and 　Market 　Report

，

　　　 No ．36，］．O　July　1868 ，
　in　／M14 　C1／46．］L868 〜 69：　ibid．，　No．62

，
10　Ju玉y

　　　 1869，，i　t）　∫几∬A 　C1／74．　1869〜70， 1870〜71；　ibid、，　NQ ．110
，
8　July　l871，

　　　 in ／MA 　 C．1／74．1871〜 72 ： ibid．，　No 。134， 5July 　i872，　i1コ 1ルfA　 CR／75．

　　　 工872〜73： 1．b三d．
，
　 No ．157

，
5Ju ｝y　 1873

，
　 ln ノ躍 ノ1　 C ▽76．

（壽め 1）兵庫か らの輸 出 650梱を除 く。 2）兵庫か らの 輸 出 145梱 を除 く。

ら
、

第
二

表
は
同
時
に

従

来
不
明
と

さ
れ

て

き

た

明
治
初
期
の

輸
出

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（
9）

生

糸
の

仕
同
地
を
も

明
ら
か

に

し

て

い

る
9

　

第
一

表
と

第
二

表
と

を

比
較
す
る

と
、

総
計
に

お

い

て
一

八

六
し

〜
六
八

年
以

降
は

完

全
に
一

致

し
て

い

る

が
、

そ

れ

以

前
に

つ

い

て

も
へ

八

六
三

〜
六
四

年
を

除
い

て

若
干
の

誤

差
が

見
ら
れ

る

だ

け
で

あ
る

。

 
そ

の

他
」

は
大
部

分
が
上

海
向
で

、

開
港
以
降
　

八
六
二

〜

六
三

年
ま

で

は

輸
出
生
糸
の

七

〇
〜
八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

が
上

海
に

輸

　
（

10）

出
さ
れ

、

さ

ら
に

あ

海
で

積
み
か

え

ら
れ
て

イ

ギ
リ

ス

に

再
輸
出
さ

れ
て

い

た
，

　一

八
亠

ハ

三

〜

六
四

年
に

は
上

海、
へ

の

輸
出
は

薗
年
度
に

比
較
し
て

数
量
で

約
三

分
の
一

弱
に
、

ま
た

比

率
に

お
い

て

も
半

減

し
、

こ

れ
に

代
っ

て

イ

ギ
リ

ス

向
輸
出
が
五
六
パ

ー

セ

ン

ト

を
し
め

る

よ

う
に

な
る

が
、

こ

れ
は
…

八
L

ハ

四

年
に

P
＆

0
汽

船
会
社
の

定

期
航
路
が
横

浜
ま

で

延
長
さ
れ
た

た
め
に

、

上

海
で

積
み

か
え

る

必

｝
要

が
な
く
な
っ

た

結
果
で
’

の

っ

た
。

さ

ら
に
一

八
六
四

〜
六
五

年
に

は
上
海

向
輸
出
は

半

減
し
、

そ

の

反
面
フ

ラ

ン

ス

（

マ

ル

セ

イ
ユ

）

向

輸
出
が

急

増
す
る

こ

と
に

な
る

が
、

こ

れ

は

フ

ラ

ン

ス

の

対
日

政

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
11）

策
が
生

糸
貿
口

勿

を

め
ぐ
っ

て

積
極
化
し

、

　一

八

六
五

年
に

フ

ラ

ン

ス

帝
鬮

郵
船
A
ム

社

憲
Φ

ω

鴇
αq
Φ

証
Φ

m

圃

ヨ
℃
Φ

甑

巴
Om

が

マ

ル

セ

イ
ユ

・

上

海
線
の

支

線
と

し
て

土

海
ー
横
浜
間
に

新
た

に

月
一

画
の

定
期
航

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
12）

路
を
開

設
し
た

結
果
で

あ
っ

た
。
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パ

ス

ケ

ーー
ス

ミ

ス

の

統
計
に

し
た

が
え

ば
、

イ
ギ
リ

ス

の

仕
向
地
は
ロ

ン

ド

ン

と
な
っ

て

お

り
、

従
来
で

も
そ

れ
が

そ

の

ま

ま

利
用
さ
れ
て

い

（

13）る
。

し

か
し

、

イ

ギ

リ
ス

に

輸
出
さ
れ
た

生
糸
は
最
終
的
に

は

ロ

ン

ド

ン

に

運
ば

れ
た

が
、

実
際
の

仕
吻
地

（

港
）

は

ロ

ン

ド

ン

で

は

な

く
サ

ザ
ン

　

　
　

　
　

　（
h）

プ
ト

ン

で

あ
っ

た
。

　
『

米
国
領
事
報
告
』

に

よ

る

と
、

イ

ギ
リ

ス

向
輸
出

生
糸
日

輒

は
、

　一

八

六
三

〜
六
四

年
ナ

ザ
ン

プ
ト

ン

κ
、

　一

四−
几

姻、

ロ

ン

ド
ン

皆
無

、

ま
た
一

八

六
四

〜
六
五

年
も
サ

ザ

ン

プ

ト

ン

九、

一

二

二

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（

15）

梱、

ロ

ン

ド

ン

四
〇
一

梱
で

あ
り

、

さ
ら
に
一

八
L

ハ

五

〜
六
六

年
に

中
鬮冖

か
ら

イ

ギ

リ
ス

に

輸
繊
さ

れ

た

生

糸
三

五
、

三
一
一

梱
の

う
ち
三

四
、

四

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
霸
）

一

九
梱
（

九
七
パ

ー

セ

ン

ト
）

は

サ

ザ
ン

プ

ト

ン

に

輸
送
さ
れ
た

。

　

幕
末
期
に

は
総
じ
て

約
六
〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

生
糸
は
イ
ギ
リ
ス

に
、

ま

た

三

〇
パ

ー

セ

ン

ト

強
は

フ

ラ

ン

ス

に

輸
出
さ

れ
て

い

た
。

一

八

六
七
〜

六
八

年
に

は

フ

ラ

ン

ス

向
輸
出
量
が

イ

ギ

リ
ス

陶
輸
出
量
を

凌
駕
し
、

「

こ

こ

に

い

た
っ

て
、

直
接
消
費
地
に

近
い

港
に

積
出
さ
れ
る

こ

と
に

な

っ

煽
認

よ

う

に

も
思

え
る
が

、

そ

れ

以
降
の

統
計
が

示
し

て

い

る

よ

う

に
、

明

治
初
貼、

実
際
に

は
一

八

七
三

年
ま
で

イ

ギ
リ

ス

向
輸
出
量
は
冖

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〔
18
）

貫
し

て

フ．
フ

ン

ス

圓

輪
∵

出

量
序．

凌
駕
し
て

焉

り、
　…

八

六
七

〜
」

ハ

八」
牛
の

方
が

む
し
ろ

例
外
で

あ
っ

た．
、

　

第一

∬
衣

で

み・
に

よ・
つ

に

閉
港
以
降
一
．

八

六
四

〜
六
五

年
偉、
で

は

ヨ

本
糸

は

ま
ず
上
海
に

輸
出
さ
れ
た．、

当

時
上

海
は

生
糸
貿

易
の

中

継

点
で

あ

り、

ま
た
ア

メ

リ
カ

向
の

商
品
は

横
浜
か
ら
一

た

ん

上
海
に

輸
出
さ
れ

、

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
P
）

そ

こ

か

ら
さ

ら
に
ニ

ュ

…
ヨ

ー

ク
、

ボ

ス

ト

ン

に

再
輸
出
さ

れ

た
。

　

第
三

表
は
一

八
五

八

〜
五

九
年
か

ら
一

八
七一
一
〜
七
三

年
ま
で

の

上

海

輸
出
生

糸
の

仕
向
地
を

示
し
て

い

る
、

こ

の

表
で

は
一

八

六
六

〜
六
七

年

ま

で

は

撚
糸
及
び

粗
糸
が

含
ま

れ
て

い

る

が
、

こ

の

九
年
間
平

均
で

黙
糸

は

総
輸
出
蟄
の

四
・

四
パ
．．

セ

ン

ト
、

如

悔・
兼

は

○
・

ニ

パ
・

セ

ン

ト

に

あ

　

　
　

　

　
　（
20）

た

る

に

す
ぎ
な
い

。

上

海
か

ら

輸
出
さ

れ
る

生

糸
の

大

部
分
は
イ

ギ
ーー
ス

に

輸
出
さ
れ
て

お

り．
、

一

八
五

八

〜
五

九
年
か

ら
．

八
六
ご 一
〜
L

ハ

四

年
ま

で

は
八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

以
上
が
、

ま
た
そ

れ
以
降
一

八
七
一

〜
七
二

年
ま

で

は
七

〇
パ

ー

セ

ン

ト

以
上
が

イ

ギ
リ

ス

に

輸
出
さ
れ
て

い

た
。

そ

れ
に

対
し
て

フ

ラ

ン

ス

向
輸
出
の

割
合
は
一

八

六
四

〜
六
五
年
以
降
も
ほ

ぼ

二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

齣
後
に

と
ど

ま
っ

て

お

り、

．

八
bO

〜
七
一

年
か

ら
は

ア

メ

リ
ヵ

向

輸
出
も
漸
次
増

加
す
る

よ

う
に

な
っ

た．．

ま
た

第．

モ
衣

に

は

一

八

六
六
〜
六
七

年
以
前
に

つ

い

て

の

口

本
糸
の

再
輸
出
量
が

記

載
さ
れ

て

お

り、

一

八
五
八

〜
五

九

年
、

つ

ま

り
渊
港
以
前
に

す
で

に

旧

本

糸
四

五
五

梱
が

上

海
に

も
た

ら
さ
れ

、

再
輸
出
さ

れ

て

い

た
こ

と

が

知

ら

れ

る
。

日

石

の

盈

糸
輸
出
最
と・
∴

海
の

「

本・
糸
喜
輸
出目
碧〃．
彙
較
す
．

勺

と
、

一

八

六
〇
〜
六
一

年
か

ら
一

八

六
三

〜
」

ハ

四

年
ま
で

は
六
八

〜
七
八
パ

ー

セ

ノ

ト

が

ヒ輪
栂

か・
2
再
輸
出
さ

れ

て

い

た
。

　一
・

へ

六
四
〜
六
丘゚

年
以
降
に

な
る

と
そ

の

比

率
は

逆．
に

極
端
に

高
く
な
る

が
、

口

本
か

ら

上
海
に

輸
送
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第 3 表 上 海生糸輸出先国別表 （単位 ；梱）

年

1858〜59

i859〜 60

186〔1〜 61
1861〔）62

18621〜 63

1863〜 64

1864〜65
1865〜 66
1866〜 67
／867〜 68

1868〜69

1869r’L・70

］87Gへ ’71

1871〜 721

イ　 ギ　リ　 ス フ　 ラ　 ン 　ス

187・一 ・31

　　　　　　　　　％

75， 648　（87．9）
61，085　（89．9）
73，894　（86．0）
66，263　（86．7）
57， 082　（80．7）

32，322　（83．8）
38，923　（75．2）

35，3：L1　（77．8）

35，000　（76．9）
31， 511　（76．3）

34，506　（ア3，8）
3ユ，812　（74．5）

25，
：廴48　（74．8）

35，326　（70，1）

ー噛 7，9965

，3437

，9936

、，28210

，
　8023

， 45810

， 8148

，9099

，
5638

， 26010

， 60610

，0G56

， 2829

，981

　　　％

（9。3）
（7．9）

（9．3）

（8．2）

（15，3）

（9．0）
（20．9）
（19，6）

（2ユ．O）

（20，0）
（22．7）

（23．4）

（18，7）

（19．8）

ア メ　リ カ
　　　　　　1
そ の他 1 総計
　　　　　　　　　　　　　1

うち

剛 餅 ヒの

　口　本 糸

2，448（，1‘i，）1
1， 468 （22 ）1
1， 564　（1．8）

　　347　（0．5）
　　663　（0．9）

　　519　（ユ．3）

　　141　（O．3）

　　87 （0．2）

　　94 （0．2）

　　293 （0．7）

　　863　（1．8）

　　585　（L4 ）

1，
939　（5．8）

2，928　（5．8）

t− i86， 092
　　　　　 T

引 67・946
2，449　185，900
　　　　　 1

3， 5502

，1512

，
2541

，8721

，079
　　869

ユ
， 211

　　
’
；
’51

　　298

　　2402

，147

76， 44270

，69838

， 55351

，75045

， 38645

，52641

， 27546

，
72642

， 70033

， 60950

，382

　　　4554

，4828

，6428

，13219

，358
ユ〕．， 67816

，30611
．，866

ユ3β 25

　　　　　　　38脚 （・7・5）1　 　 　 　 　 　 ・6，・。・1
（資料） 1858〜 59… 1865〜 66： HOIdSWOrth 　 Silk　 CirCu正ar ，　 Shanghai，

4JUIy

　　　　　1866、in　／MA 　C1／46．　1866〜67： ibid．，
4　July　1867 ，

　in／MA 　C1／46．　1867

　　　　　〜68： Jardine，　Matheson 　＆　Co
’
s　〔General　 Circulaτ 〕，

　 Shanghai ，5

　　　　　June　1．868，　in ／MA 　C1／72．1868〜 69− 1870〜 7ユ；Sh．anghai 　Price　Current

　　　　　and 　Market 　Report，　No ．138，　Shanghai，
2June 　1871

， 三n ／MA 　CI／74．

　　　　　187ユ．・．72；　ibid，，　No ．164，1　∫une 　1872，　in　／M 〆主　C1／75．　1872〜73：　ibid．，

　　　　　No 。1．91
，
14　June　 1873 ，．　 in ∫MA 　C1／76、

（註）1）年は 7 月 1 口よ り翌年 6 月30日 。 但 し， ユ867〜68年以 降は 6月 1 日よ り 5月

　　　　　30日 ，， 2） そ の 他は番港 ，
ボ ン ベ イ な ど 。 1868〜69年以降は ス エ ズ 及び英仏を

　　　　　除 くヨ ・一ロ ッ
パ を含む 。 3）1858 〜 59年 より1866〜 67年まで は撚糸及 び粗糸を

　　　　　念む ，J　 4）1859〜60年 の 計は不一致で あ るが そ の まま と した 。 5） 1868〜 69年

　　　　　を以 降の 総計に は再輸出の lll本糸は含 まれ な い 、：， 6） 1871〜 72年は新糸 22iO梱

　　　　　を含む 。
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幕ti， 明治初期に お ける生 糸輸出の 数量的 再検討

（単位 ；梱）第 4 表　 マ ル セ イ ユ 港入荷生糸量
一

計口 廻 そ の 他鬮中

16，06015

， 85813

，
　e8815

，85124

，
　52715

，
32038

，
　882

30，74923

，
　27

’
226

， 798

1，2001

，250

［

【器
　　1，4502

，063

1，
　8642

，　9462

， 291

7，6007

， 200

　　 ％

（47．3）

（45．4）

　9， 120　（57．5）

13
，921　（56．8）

　7，120　（46．5）

27， 134　（69．8）

24，95118

，98722

， 622

（81．1）

（81．6）

（84．4）

ベ ン ガ ル

1，250

　 308

　　％

（Z8 ）

（1．9）

　　5201

，710
　　8803

， 741

（3．3）

（7．O）
（5．7）

（9．6）

2， 184

　　429

　　987

（7．1）

（1．8）

（3，7）

ペ ル シ ヤ

　　　　　　　　　％

6，01｛）　（37．荏）
7， 10〔｝　（44．8）

4， 950　（31．2）
6，830　（27，8）
5， 87Q　（38す3）
5， 94弓　（15．3）

年

1，
　75’0

　　910
　　898

（ 5．7）

（3。9）

（3．4）

1859

／860

ユ861．

1862186318641865

187018711872

（資料）　1859，、60； Arl さs・Dufour ＆ Cie 〔Silk　Circular〕．　Lyons ，
　ll　Jan．1861，

　　　 in ／MA 　C1／41．1861； Rosenburger ＆ Cie．　Silk　Circular，Marseille，4
　　　 Jan．

』
L862

，
三1ユ JMA 　 C1！41．1862〜 64： Ar1さs −Dufour ＆ Co ．〔Si至k　Ch ・

cu −

　　　 lar〕，
　 ll　Jan．1865，

玉n 　∫MA 　C1／41、1865；　ibid．， 11　．lan，1866，
　 in　／MA

　　　 C1／41．　1870〜 ア2 ： ibid．， 10　Jan，1873
，
　h1 ／M ンA 　C1 ／41．

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

21V

さ
れ
た
生

糸
の

大
部
分
は

陸
揚

げ
さ
れ
る

こ

と
は

な
か
っ

た
。

上
海
に

お

け
る
生

糸
総
輸
出
量
に

対
す
る
日

本
糸
の

割
合
は
、

一

八
六
〇

〜
六
一

年

及
び
一

八

六
一

〜
六
二

年
は

約
一

〇
パ

ー

セ

ン

ト
、

一

八
六
二

〜
六
三

年

か

ら
一

八

六
六

〜
六
七

年
に

か
け
て

は
二

六
〜
三

ニ

パ

…

セ

ン

ト

で

あ
っ

た
。

　
第
二
謳

衣

で

み

た

よ

う

に
、

　一
．

八
亠

ハ

五

年
の

フ

ラ

ン

ス

帝．
園
甲

郵
船…
A
ム

社
に

よ
る

上

海
−
横
浜
航
路
の

開
設
、

さ
ら
に

は
一

八
六
九
年
の

ス

エ

ズ

運

河

の

開

通
に

よ
っ

て

日

本
か

ら
の

マ

ル

セ

イ
ユ

向
生
糸
輸
出
は

増

大

し

た

が
、

こ

の

統
計
か

ら
単
純
に

「

直
接
消

費
地
に

近
い

港
に

積
出
さ

れ
る

こ

　
　

　
　（
22）

と
に

な
っ

た
」

と
い

う
結
論
を
ひ

き
だ

す
こ

と
が

で

き

る
だ
ろ

う
か

。

　
第
四

表
は
一

八

五

九
〜
一

八

六
五

年

及
び
一

八
匕

0
〜
一

八

七
二

年
に

お
け
る

マ

ル

セ

イ
ユ

港
入
荷
生

糸
量
を

示
し
て

い

る
。

マ

ル

セ

イ
ユ

に

入

荷
し
た

生
糸
の

大
部
分
は

ア

ジ
ア

糸
で
、

六

〇
年
代
前
半
期
に

は

輸
入

生

糸
の

八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

以
上
は

巾
困

、

日

本
及
び

ペ

ル

シ

ャ

か

ら
の

輸
入

で

し
め
ら
れ
て

い

た
。

一

八

六
五

年
に

な
る
と

輸
入
生
糸
量
は

前
年
の

二

倍
以
上
に

増
加
す
る

が
、

こ

れ
は

中
国

糸
及
び
日

本
糸
輸
入
の

激

増
の

結

果
で

あ

り、

生
糸
入
荷
鍛
の

約
七
〇
パ

ー

セ

ン

ト

が

こ

の

二

圏
か
ら
の

輸

入
で

し
め

ら
れ
、

そ

の

比
率
は
七
〇
年
代
初
期
に

は

八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

以

上
と
な
っ

た
．

し

か

し、

日

本
及
び

中
魍
か

ら
マ

ル

セ

イ
ユ

に

輸
出
さ
れ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（
23
）

た
生

糸
は
、

同
港
で

陸
揚
げ
さ
れ
た
わ
け
で

は

な
か

っ

た
。
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『

英
国

領
專
報
告
』

に

よ
る

と
、

日

本
か

ら
フ

ラ

ン

ス

向
に

輸
出
さ

れ

た

生
糸
に

は
．．

寓
餌

磊
o
凶

出

霧
o

響
δ
昌

巴
、．

と

い

う
ラ
ベ

ル

が

貼
ら
れ

、

最
終
仕
向
地
未
定
の

ま
ま

単
に

仮
仕
向
地
と

し
て

マ

ル

セ

イ
ユ

に

輸
出
さ

れ
た

に

す
ぎ
ず

、

マ

ル

セ

イ
ユ

か

ら
さ

ら
に

ロ

ン

ド

ン

あ
る

い

は

リ
ョ

ン

　
　
　
　

（
24）

に

輸
送
さ
れ
た

。

マ

ル

セ

イ
ユ

か
ら
ロ

ン

ド

ン

に

再
輸
出
さ

れ
た

生
糸
数

量
を

確
定
す
る

こ

と
は

不
可
能
で

あ
る

が
、

次
の

資
料
か

ら
類
推
さ
れ
る

よ

う
に
一

八
八

〇
年
頃
ま
で

は

大
量
の

生
糸
が

マ

ル

セ

イ
ユ

か
ら

ロ

ン

ド

ン

に
．

そ

れ
も
ほ
ぼ

独
占
的
に

イ
ギ
リ

ス

船
舶
に

よ
っ

て

再
輸
出
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　

（

25）

い

た

と

考
え

ら
れ
る

。

　一

八

八

四
年
の

『

英
国

領
事
報
告
』

に

は

次
の

よ

　
　
　
　
　
　

（
26）

う
に

記
さ
れ

て

い

る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ヘ

　

ヘ

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　
　ヘ
　　ヘ
　
　
ヘ

　

　
ヘ

　
　
ヘ

　

ヘ

　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　

ヘ

　

へ

　
「

イ

ギ

リ
ス

へ

の

輸
出
（

マ

ル

セ

イ

ユ

へ

積
出
さ
れ
た
と
記
さ

れ
て

い

ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　

　
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　
ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　

　

　

ヘ
　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

る
生

糸
の

少
な
か

ら
ざ
る

量
が
、

大
陸
の

市
場
で

は

な

く
、

最

終
的
に

は

ヘ

　

　
ヘ

　

　ヘ
　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　

ヘ
　

　ヘ
　

　

ヘ

　

　
ヘ

　

　ヘ
　

　
ヘ

　

　ヘ

ロ

ン

ド
ン

に

輸
送
さ

れ
て

い

る

こ

と

は

記

憶
に

と
ど

め

ら
れ
な
け

れ
ば

な

ら
な

い

が
）

は

確
実
に

減
少
し
て

い

る．．

生

糸
の

積
出
鬣
は
 

八

七
六
年

の
一

〇
、

二

八
七

梱、

皿

八
七
七

年
の

九、

九
二

八

梱
か

ら
→

八
八

三

年

に

は

睡
、

一

〇
四

梱
に

減

少
し
、

一

八
八

四
〜
八
五

年
度
に

は
僅
か
二

〇

八

梱
に

す
ぎ
な
く
な
っ

た
。哩…

（

傍
点
ー
引
用
蓄
）

註
（

1
）

山
口

和
雄

 

前
掲
書、

一

三

頁
、

及
び

石
芽
孝、

前
掲

畫
五

　
五

〜
五

六
頁

。

荒
居
英
次
氏
は

『

英
国
領
事
報…
告
』

に

も
と
づ

き

新

　

た

に
幕
末
貿
易
額
を
推
定
さ
れ
て

い

る

が
、

　
『

英

国
領
事
報
此
口

』

の

　
奪
」

L
「
ー

コ

士
」
K
厂

、

　

ユ
　一
　一
）
　
7

丶喧
ユ（r’”’
コ

“−
し
　一
　
　

、

　
p

，
　

）

髭
　ρ
“■
訌
　専
1（
　」
、

　
　

丶ト一
L
コ一
コ
ト
ー．
、

　

静
慧

皐
E
仁
　
r

ど

」
σ・
ク
」」

ハ

亳

彡
才
て

し・
｛

才
ヒ「
〈

霞

実

し
　
ズ→
万

圧
蓼

　

次
『

近
世
海
産
物
貿
易
史
の

研
究
』 、

吉
川
弘

文
館、

一

九
七
五

年、

　

五

七
一

〜
五
八

七

頁
）

。

（

2
）

　
同
書、

第
七
一

表、

五

六
〇
頁

。

（

3
）

　
同
右、

二

八
四

、

三

七
〇
、

三

七
 

、

三

七
二
、

三

七
五
、

五

　

〇
五

、

五
一
一
…

、

五

工
ハ

、

五
、

九
頁．，

（

4
）

　
…

八

六
八
〜
六
九

年
ま

で

の

統
計
は
、

肉
 

智
障

ぴ
）・

窰
ド

　
♪
鳥
⇔

ヨ
。・

o
目

陣
 

O
Φ

葺
鋸一

禦｝
搾

O
討
酔

吋

ざ
欝

o
蟻

富
唱
働

嵩

　

（

H
。。

『

O
）

し
｝幽

嵩
（

切
、

、博
丶
隠
、

轟
〉

一

く
O一゚

N
喝‘
01
昏
 

）

に

掲
載
さ

　
れ

て

お

り、

　
『

横
浜
市
史
』

第
二

巻
に

も
引
堀
さ
れ
て

い

る

（

三

七

　
八

及
び
五

二
一

頁
）

。

（

5
）

　
『

横
浜

市
史
』

第
二

巻
、

五

五

〇
頁

。

（

6
）

　
竃。

℃
帥

降
鴨
ω

ヨ
一

昏゚

ミ
鳴

無

ミ
蕊

切
畠

巻

ミ
討

蔘

§

丶
匙

腎

黛

鳶

　
亀

毳

駄

丶

ミ
ミ
o

憙

§

→
o

ぎ
晦
亀

尋
貸

b
黛
M
吻

（

閑
o
げ

ゆ
u

轡

U°

日
げ

o

ヨー

　
H

畄
o

戸

お
QQ
⇔

y
℃

』

嵩．

（

7
）

O
肆
o

巳

曽

は

各
商
会
が

市
況

報
告
と

し

て

発

行

す

る

も

の

　
で
、

取
扱
商
品
の

相
場
表
を
は

じ

め
フ

レ

イ

ト
、

そ

の

他
関
連
の

あ

　
る

情
報
が

記

載
さ

れ
て

い

る

の

が

普
通
で

あ
る

。

発
行
部

数
は
商
会

　
の

規
模
に

も
よ

り

異
な

る

が
、

オ

ー

グ

ス

チ

ン

・
ハ

ー

ド

商
会

　
〉
漏

αq
薩
m

瓢
昌
o

頃
Φ
p
壇

伍

帥

Oo
°
　

は
一

八
」

ハ 、、、
蕉

に

．

九
九
通
の

　
O
躍
o

色

鴛

を
ほ

ぼ

全
世
界
に

送

付
し

て

い

る

（

ω゚

ρ

じ
oo

搾

司
o−

　
o

倉

渇
濃

晦

§
驚

蕊
゜
鶴

毳
ミ
鷆

鼈

蹴

Oo

譱
野
島

遑M

鴒
凌
へ

黷
抄

O
塑

ヨー

　

町
誌
σqp

蜜
舘
 

∴

国
帥

暑
鋤

箆

d
巳
く‘

津
Φ

難

お
N

押

℃

泌
Q 。

）

。
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幕末，明治初期に お け る生糸輸出の 数量的再検討

　
　

英
米
両
国
の

領
事
報
告
は
、

こ

れ

ら
の

O
騨
o

巳

賃

に

も
と
つ

　
い

で

作
成
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ
に

関
し
て

プ
ラ

ッ

ト

は
次
の

よ

う
に

　
述
べ

て

い

る
。

コ

般
的
に

い

え
ば
、

大
部
分
の

製
造
業
者
や

貿

易

　
商
は

領
事
報
告
に

は

何
ら
重
要
性
を

求
め

な

か

っ

た
。

彼
等
は

自
分

　
達
の

支
店
や

代
理

店、

あ
る
い

は
イ

ギ

リ
ス

の

海
外
に

あ
る

銀
行

、

　

保
険
及
び

電

信
会
社
の

広

範
囲
に

わ
た

る
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

を

通
し
て

　
自
ら
の

情
報
源
を

も
っ

て

い

た
」

（

O．
O°

竃’

簗
舞
ピ

丶

駐

§
龕〉

　
→

ミ

§

』
蔑
℃

ミ

ミ
自

ミ

自
、

ミ
急
丶

ミ
恥

貯
蕊

、

ミ
帖

ミ

蕊
丶

￥

　
丶

ミ
函

O
絵
o

巳
”

9
碧

8
岱

o
目

℃

誘
ω

。゚鴇

篠
 
c。”
℃

レ
置
） 。

（

8
）

　
第
一、
口75

の

発
行
に

つ

い

て

は

資
料
上
の

制
約
の

た
め

明
ら
か

で

　
は

な

い

（

一

八

六
七

年
二

月
頃
と

推
定
さ

れ
る
）

が
、

月
二

回
ほ
ぼ

　
二

週
間
毎
に

発
行
さ

れ
て

い

る
。

横
浜
外
国
人

商
業
会
議
所
は
一

八

　

六
四

年
二

月
に

発

足

し

た

（

ζ゚

℃

器
犀
Φ
11Qo

日
謬

厂

魯陰

驚

尹

笹

　
b。

お
）

。

（

9
）

　
第
二

表
を
パ

ス

ケ

“
ス

ミ

ス

の

統
計
と

比
較
す
る

と

若
干
の

相

　

違
が

あ
り、

中
で

も
一

八

六
四
〜
六
五

年
の

ア

メ

リ
カ

向
輸
出
は

二

　

〇
五

梱
と

さ
れ
て

い

る
が
、

い

か
な
る

資
料
に

よ
っ

て

も
立

証
す
る

　

こ

と

は
で

き

ず、

誤
植
で

は
な

い

か
と

思

わ
れ
る

。

第
二

表
に

よ
れ

　

ば

同
じ
二

〇
五

梱
が

前
年
度
一

八

六
三
〜

六
四
年
に

フ

ラ

ン

ス

に

輸

　

出
さ

れ

て

お

り、

ま
た
『

米
麟
領
事
報
告
 

に

よ

れ
は
、

　一

八

六
四

　

〜

六
五

年
に

二

〇
五

梱
が

香
港
に

輸
81
さ

れ

て

い

る

（

O幽
Qっ゜

田，

　
。°

げ
o
目

も

≦°

口゚

ω
Φ

芝

畏
負

 

○

陰．
ド

◎。

靄
M

ぎ

b
偽

魯

ミ
鶤
毳

　
丶

さ
§

996

§
吻

ミ
勉

謎

映

§
恥

職
§

躄
隠

誌
ミ
嵐
馬

ミ”

ぐ

o
野

μ

　

→

匿

乞
口

瓢

8
巴

｝

ま
田
く
o
切、
一

総
Q 。ゆ

閃

謀

Zo

レ

緜
）

。

興
味
深

　
い

こ

と
に

藤
本

実
也
『

開
港
と

生

糸
貿
易
』

41
巻
（

刀
江
書

院、
｛

　

九
三

九
年
）

で

も
こ

の

点
が
言
及
さ
れ
て

い

る

（

三

九
八

頁
）

。

（

10
）

　
竃曜

℃
勉

降
 

H
ω

ヨ
諜

ダ

暑゚
偽
軋

卦

℃°
b。

霸隔

（

n
）

　
フ

ラ

ン

ス

の

対
日

政
策
に

つ

い

て

は

窰
Φ

Ho

昌

ζ
 

飾

臥

巳b

　
、
、

§
壽

、

ミ
凡

疉

§

丶
恥

暦
窺

蕊

職
黛

ミ
蕊

恥

蕁
鳴

ミ

身
§
贓

唄
鳴

ミ
恥

　

ミ
き
恥

寄
ぎ

悪
ミ
黛

肉
鳴

鷺
ミ
Q

（

O
釦

髯
げ

ユ

蹟
ρ

竃
器
の・
”

国

贄、

　
く

鴛
山

φ
鉱
く

奠
q。

坤

ざ

5
揖
）、

即

劉

憩
質
ジ
．

南
目

茸
o

ず

℃
o
財

亀

　

8
惑
p

匹
。。

蜜
冨
pHQ

。

躍
IHQ

。

Φ
鼻
．

（

洲

ぎ
層

昏
一
齢

冨
匹

℃

『

∪．

魯
o，

　
°・

沖

ω埴

q
巳
く凸

鼠

ピ

8
伽
op

お
 
o。

ソ

冨

碧
も
冨

昌
印

ピ

跨
ヨ

き
瓢“

　．
閲

蠧
ロ

8
帥

昌

山

冨
冨
目

Ho
。

α
O

山
Q 。

G 。

帆

．
（

¢
ロ

覃

ロ

げ

旨

曁
o
店

℃

『

O°

　

チ
窃
一

ωワ

O
⇔

ぎ

亀
O
録
o
叶

F6

引
）

、

石
井
孝
『

増
訂

明
治
維
新

　

の

国
際
的

環
境
』

（

吉
川
弘

文
館、
　一

九
七
三

年
）

、

六
一

五

〜
六
五

　

八

頁、

柴
田
三

千
雄、

柴
田

朝
子
「

幕
末
に

お
け
る
フ

ラ

ン

ス

の

対

　

日

政
策
」

（

『

史
学
雑
誌
』

第
七

六
編
第
八

号、
一

九
六
七
年
）

を

参

　

照
。

（

12
）

　
石
井
孝
、

『

幕
末
貿

易
史
の

研
究
』

、

二

〇

九
頁

。

（

13
）

　
山
口

和
雄、

前
掲
書、

三
一

頁、

石
井
孝

、

『

幕
末
貿
易
史
の

研

　

究
』

、

二

〇
六

頁
、

及
び
『

描
浜
市
史
』

第
二

巻、

五

七
二

頁、

（

14
）

　
ロ

ン

ド

ン

・

サ

ザ
ン

プ
ト

ン

間
は

約
八
〇
マ

イ

ル

（

一

二

八

キ

　

ロ

メ

ー
ト

ル

）

で

あ
り
、

英
国
領

事
パ

ス

ケ

睡
ス

ミ

ス

が
ロ

ソ

』．．
ン

　

と
サ

ザ
ン

プ

ト

ン

と
を

混
同
す
る

と
は

考
え

ら
れ

な
い

。

い

く
つ

か

　

の

O
躍
o
β

貯
門

で

は
仕
向
地
は

ロ

ン

ド

ン

と

記
載
さ

れ
て

お
り

、

　

お

そ
ら
く

彼
の

依
拠
し
た

資
料
で

は
ロ

ン

ド

ン

に

な
っ

て

い

た
と
患

　

わ
れ
る

。

P
＆

0
汽
船
会

社
は

ス

エ

ズ

運

河
の

開
通
に

よ
っ

て
、

最

39　（271）
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終
港
を
サ

ザ
ン

プ

ト
ン

か
ら
ロ

ン

ド
ン

に

変
更
す
る

こ

と

を

余
儀
な

　

く
さ

れ
た

と
い

う

　
（

しご囓

O
二。

窪
倉

諏

き
醤
職

竃
職

憎
偽

ミ

鶤
劬
帖−

　

o
丶
、

O
、

蕁
恥

 

飾

9や
謎
陶

N

へ
も
鴇

さ

門
o
昌

山

o
口
“

乞
ぎ
げ

巳

8
ロ

　

や

妻
無
。゚

o

冫

ぢ
QQ
メ

℃

ワ

δ
 

IH

 
“
）

。

（

15
）

　
O・
Q陰畠

閏

♂
ず

自

8
芝邑
鵠り

oり
 

海
⇔
鳳

斜
ゆ

Oo
壁

HQ
。

鸛圃

（

16
）

寓
o

匡
の

宅
o

埠
財、
。。

ω

鵠

犀

Ω
目

o

巳

舞uo

リ
ゲ

§
ぴq

ぎ
陣堕
ム

誉
ぐ

　

ド

Q。

 

伊

首

套
O
ど、
鹸
α。

6
霜

　
丶

験
赫

 
犀
鑓

β

 

学

巴愉

や

國

O
朝

　

　
（

馳

、
、℃

O

§
＜

出り

く
o一．
ざ

℃°
ω
 
¢

）

も

参
照

。

（

7ユ
）

　
『

横
浜
市
史
』

第
二

巻
、

五

七
三

頁
。

（

18
）

　

『

横
浜
宙甲
史
』

資
料
編
二

（

臼

太「
貿
易
統
計
）

、

　一

六
五｝
貝

。

（

19
）

　
○°
ω「

閏
♂
げ

曾

8
窯゚

頃．

Qo
 

≦
m

乱
 

○
°

貯

匪

。゚

露

及
び

　
同

09
．
同

c◎
Φ
ω、

と

も
に

一

口

b
鳴

愚

ミ
き
題

、

ミ
ミ

q．
動．

O

§
−

　
働

ミ
匂

ミ

さ
蕊

黛

偽
織

ミ
匙

ミ
ミ
へ
鴨
℃

さ

く
o
ド

洲

O
開
、

黷
さ

Qo7

助

卩

四

　

ず

巴旨

70Qo
◎

（

雨
、

担

O

垂層
く
o
一゜
伊

や．

零
Q 。

）陰

（

20
）

　
国
o

に
ω

毒
o
 

昏．
°。

Qり
一

陣

9
髯
巳
p
が

ω
ゲ
鋤

昌

σq

試一’
腿

冒
ぞ

　

蕊
O
 

及
び

心

｝

巳
団

尸

G。

 

メ

ぼ

妻
9
＼
心

P

（

21
）

　
6
肉

丶

蟄
卸

ω
げ
卸

ロ

 

げ

巴℃

梦

磁
O

（

鳴
、

挿

6
歳
丶

≧
馬

く
o
レ

掴

　
づ゜
 

密
ソ

（

22
）

　
『

横
浜

市
史
』

第
二

巻、

五

七
三

頁
。

（

23
）

　
O
沁

丶

駿
卸

ω
7
帥

瓣
αq
ゲ

巴゚

℃「

に
O

（

ヒ嚠

、

挿

6

攣
聾

く

三。
メ

　
喝9
 

 
 

）°

（

24
）

　
O
肉

誌

智℃

国
m
ロ

印

αq
ゆ

ξ

斜

挿

瘴
（

窃

、

抽

、

》
、

嶐

き

く
o呻．

　
 ℃

や
圃

O
切
）
や

6
沁

毳
叱

丶吻

肇
渺

葺
鋤

領
o

碕

増

歹
らゆ

 

Q
ミ
鉢，

＜

鉱．
圃

　

ワ
直
G 。

ソ

G
勘

丶

鎗
“℃

国
聾

じ
卑

σq9

≦
9。い

歹

お

（

き

ミ
ご

く
o剛囿
メ

喝゜

　
困

G 。

同

）．

（

25
）

　
皿

八
六

六
年
ま
で

に

つ

い

て

は
、

イ

ギ

リ
ス

の

貿
易
統
計
に

よ

　

り
フ

ラ

ン

ス

か
ら
の

生

糸
輸
出
量
と
イ

ギ
リ

ス

船
舶
に
よ

る
輸
送
量

　

を
知
る
こ

と
が

で

き
、

ほ

ぼ
一

〇
〇
パ

ー

セ

ン

ト

が
イ

ギ

リ
ス

船
舶

　

に

よ
っ

て

輸
送
さ

れ
た

（

ふ
醤

毳
黛

ミ

恥

欝
欝
§
帖

ミ
o
丶

蕁
鳴

→

ミ
譜

　

§
織

〉

ミ

ミ
鴫

篭

§り

お
 
O

ム
『

各
年
）

。

（

26
）

　
O
 

筒

臼
巴

切
 

鴪
o

詳

o
障

跨
ゆ

円
H
聾

締
o
剛

密
質
節

β

｛

o
肖

静
 

　

く
 

貫
同

G。

Q。

倉

唱

μ
8
（

鋤
、

挿

丶

躯

、
郎

≧

＜
o國尋
N
℃

」

8
）°

三
、

ロ

ン

ド

ン

・

リ
ヨ

ン

生

糸
市
場
の

構
造

　

一

九

世
紀
半
ば
に

お
け
る

生
糸
世
界
市
場
の

中
心

は

ロ

ン

ド

ン

で
、

中

国
及
び

日

本
か

ら

輸
出
さ

れ
た

生
糸
は

ロ

ン

ド

ン

に

集
荷
さ
れ

、

そ

こ

か

ら
フ

ラ

ン

ス

を
は

じ
め

と

す
る
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

絹
織
物
機
業
地
に

輸
送
さ

　
（

1）

れ
た

。

当
時
生

糸
の

最

大
消
費
国
は
フ

ラ

ン

ス

で
、

生

糸
消
費
高
は
一

八

四
〇
年
代
以
降
急
速
に

増
大
し
、

一

八
四

四
年
の
一

三

六
万
キ
ロ

グ
ラ
ム

か

ら
一

八
五

四

年
に

は
二

三

八

万
キ
ロ

グ
ラ

ム
、

一

八

六
四
年
に
は
三

五

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

（
2
）

一
、

刀
キ
・

グ
ラ

ム

に

達
し
た

。

K
髏
○
年
に

フ

ラ

ン

ス

に

発
生
し
た

微

粒
子
病
は

、

フ

ラ

ン

ス

国
内
か

ら
次
第
に

イ

タ

リ
ア

に

ま
で

拡
大
し

、

そ

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

（
3

）

の

流
行
は
…

八
五

二

年
に

最

も
激
し
く
、

フ

ラ
ン

ス

の

繭
産

額
は
｝

八

五

三

年
の

こ
、

六
〇
〇

万
キ
ロ

グ
ラ

ム

か

ら
急
減
し

て
、

一

八

六
五

年
に

は

（272）　”20
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〔
（単位 ：1， 000kg）第 5表　フ ラ ン ス 生糸輸入量

186918681867

生 糸

イ ギ リス

イ タ リア

ト　ル 　コ

申　　国

そ の 他

　計

　　　　　　　 ％

1 ， 143（49．3）

　　236（10．2）

　　315（13．6）

　　307（13．2）

　　317（13．7）
2，3i8

　　　　　　　％

1，367（53．5）

　　209（　8。2）

　323（12．6）

　489（19．1）

　　ユ68（　6．6）
2， 555

1，230（51．4）

　　248（10，4）

　　277（11．6）

　　510（21．3）

　　ユ28（　5．3）

2 ，393

撚糸

イ ギ リス

イ タ リア

ス 　イ　ス

　計

52（ 5．3）
882（89．5）

52（5．3）
986

58（ぢ．6）
776（8ア．9）

49（5．5）

883

　　　52（3．9）
1，253（93レ4）

　　36（2．7）

1β41

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
4）

僅
か

五

五

〇

万
キ
ロ

グ
ラ

ム

に

な
っ

た
。

屑糸

イ ギ 1丿ス 　 150（10。3）
イ タ リア 　 784（53．9）

ス イ ス 　 334（23．0）

　言十　　　　　1，
454

　 93（　5．4）　　133（　6，7）

1，033（59．5）　1，282（65，0）

　395（22．8）　　415（21．1）

1
，
735　　　　　　1， 971

（資料） The 　Silk　SuPPIy ／Ournf ．il，　Vol．1，　No ．6，

　　　 June　 1870，
　 p．93，

（註）　 屑糸の計 は不
一致で あ るが そ の まま とした 。

の

需
要
に

応
ず
る

だ

け
の

生

糸
を

国
内
で

生
巌
す
る

こ

と
が
で

き
ず

、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
5

）

入
原
料
糸
へ

の

依
存
が

決
定
的
に

な

り
、

ア

糸
の

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

諸
国
へ

の

輸
入
が

著
し
く

増
加
し
た

。

　

第
五

表
は
一

八

六
七
〜
六
九

年
に

お

け
る
フ

ラ

ン

ス

の

生

糸、

撚
糸
及

び

屑
糸
の

国
嬲
輸
入
量
を

示
し
て

い

る
。

生
糸
の

約
五

〇
パ

ー

セ

ン

ト
は

こ
津・
し
て

フ

ラ
ン

ス

は

自
国
で

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

輸

一

八
六
〇
年
代
初
期
に

は
ア

ジ

　

　
　

　
　
（
6
）

イ

ギ

リ

ス

か

ら
、

ま
た
一

〇
パ

ー

セ

ン

ト

は

イ

タ
リ

ア
、

＝
ニ

パ

ー

セ

ン

ト
は
ト

ル

コ

、

二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

前
後
は

中
国
か

ら

各
々

輸
入

さ
れ
て

い

た
。

も
ち

ろ
ん

後
に

検
討
す
る

よ

う
に

イ

ギ
リ

ス

か
ら
の

輸
入

糸
の

大

部
分
は

ア

ジ

ア

糸
で

あ

り、

ま
た

中
国
か
ら

の

輸
入
の

中
に

は

当
然
日

本
糸
も

含
ま
れ
て

い

る
と

考
え

ら
れ
る

。

黙
糸
は

九
〇
パ

ー
セ

ン

ト

前
後
が

イ

タ

リ
ア

か
ら

輸
入
さ

れ、

ま
た

屑…
糸
も

亠

ハ

○
パ

ー

セ

ン

ト

近

く
が
イ

タ

リ

ア

か

ら
輸
入
さ
れ
て

い

た
。

　
イ

ギ

リ
ス

の

貿
易
統
計
に

関
し
て

は
通
常
『

英
国

議
会
資
料
』

中
の

ト
黄

§
ミ

象
ミ

§
鳴

ミ
。

丶

蕁
鴨

→

ミ
職
鳴

織

毳

職

≧
良

ミ
晦

ミ
ご
嵩

o
丶

怖

評
恥

q
ミ
壽
儀

肉
ミ
偽
軌
o

§

躄
帆

蕁

丶

ミ
驚

骨
醤

Oo
鵠

ミ
嵐
塁

篇

謡

亀

　
　

　

　
　

　
　

　
（
7
）

切
嵐
職

急

、
o

毬
題
鴇

§
恥

が

利
用
さ

れ
て

い

る

が
、

｝

八
七
三

年
以
前
に

つ

い

て

の

生

糸
輸
入

統
計
で

は
、

最
終
積
出
地
に

し

た

が
っ

て

記

載
さ
れ

て

い

る

た

め
、

中
国
糸、

日

本
糸
と
も
大
部
分
が
フ

ラ

ン

ス

及
び
エ

ジ

プ
ト

よ

り
の

輸
入
と
見
な
さ
れ
て

お
り

、

ロ

ン

ド

ン

生

　
　

　
　

　
（
8）

糸
市
場
の

構
造
を

分
析
す
る

う

え
で

は
ほ

と
ん
ど

役
に
た

た
な

い
。

　

第
六
表
は
一

八
三
一

〜
五

六
年
に

お
け
る

イ

ギ
リ

ス

の

鑷
別
年
単
均
生

糸
輸
入
量
を
、

ま
た

第
七

表
は
一

八
五
七

〜
七
二

年
に

お
け
る
輸
入
生
糸

41　（273）
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（．単イ立 ： 1，000ポ ン ド）

計
｝

3，156

3， 823

3， 943

4，530

6，420

ペ ル シ ヤ ブ・・チ ア 旨タ リア

（ 3駕　（，32引 （盞セ9§91
，
ユ29

（29．5）
1

，326
（33。6）
　　798
（17．6）

第 6表　 イギ リス 生糸輸入量 （括弧内は％）

1中 劇 ・ ・ ガ ル 1
　1

　　145
（
「
3．8）

　　 142
（3．6）
　　　147
（3．2）
　　212
（3．3）

　　405
（IC）．6）

　　 548
（13．9）

　　307
（6．8）

　　　ユ27
（2．o）

1　　 467

i （7・3）

　　 971
（30，8）

1
，221

（31．9）
1

，444
（36，6）
1， 243
（27．4）

ユ， 523
（23，7）

　　 755
（23。9）

　　923
（24。ユ）

　　483
（12．2）
2，035

（44．9）

4， 091
（63．7）

ユ83ユ〜 35年平均

1836〜 40　　〃

1841〜 45　　ノ！

1846〜50　　11

1851〜 56　　〃

　（資料） DLiran’t ＆ Co’

s　Circular，
1Jan ．1874

，
　in 刀泌 4　 C1海2．

（註）　（1｝ 原表の 梱表示を ， 1梱当 り平均純量 中国糸 103 ポ ン ド
，

ベ ン ガ ル 糸 150ポ ン

　　　　 ド，
ペ ル シ ャ 糸75ボ ン

1
ド，ブル チア 糸　 　　　　 　　己以降200ポ ン ド）、イ タ

　　　　 リア 糸250ポ ン ド （1839年以降280ポ ン ド） と して 換算 し，以上 5地域 か らの 合

　　　　計をもっ て 計と した 。

　　　〔2） リバ プー一ル にお ける輸入 も含まれて い る 、，

　　　  　1841年以 降の中国糸に は広東糸 も含まれて い る 。

　　　（4） ベ ン ガ ル 糸は1839年以 前は Company ’

s と Pエivateの 合計，1840年2λ降は

　　　　Prlvateの みで あ る。

　　　（5） 撚糸は 除か れて い る 。

の

国
別

内
訳
を

示
し
た

も
の

で

あ
る

。

イ

ギ
リ

ス

へ

の

生
糸
輸

入
量
は
一

八

三
一

年
以

降
次
第
に

増
加
し

て

い

た

が
、

中
で

も

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
9
）

中
国

糸
の

輸
入

量
は
一

八

四

五

年
以
降
急
増
し
、

　一

八

五

九
年

に

日

本
糸
が

輸
入

さ
れ
る

直
前
に

は
、

ロ

ン

ド

ン

生
糸
市
場
の

七
〇
〜
八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

は

中
鬮
糸
で
、

ま
た
一

五
パ

ー

セ

ン

ト

内
外
は
ベ

ン

ガ

ル

糸
で

し
め

ら
れ
て

い

た．．

…

八

丘

儿

年
に

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ー9）

目

本
糸
が

初
め

て

イ

ギ
リ
ス

に

も
た
ら
さ

れ
た

と

き
、

日

本
糸

は

中
嗣
糸

、

ベ

ン

ガ

ル

糸
に

比
較
し
て

良
質
で

あ
っ

た

と

こ

ろ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
11）

か
ら

非
常
に

歓
迎
さ

れ、

一

般
的
な

好
奇
心
を

呼
び

起
し

た
。

日

本
糸
の

輸
入
量
は

、

一

八
五

九
年
の

五
・

五

万
ポ
ン

ド

か

ら

翌
六
〇

年
に

は
六
四
。

七
万
ポ

ン

ド
、

六
二

年
に

は

九
七
・

六

万
ポ
ン

ド
、

六
三

年
に

は
最
高
の

二

二

九
・

四

万
ポ

ン

ド

に

増

加
し
、

二

七
パ

ー

セ

ン

ト

の

シ

ェ

ア

を
し
め

る

に

い

た
っ

た
。

　
　

　

　

　

　

　

　

ブ

レ

イ

ク

ス

日

本
糸
に

関
し
て

小
さ

な
切

断
個

所
の

多
い

こ

と

は

す
で

に
一

　
　

　

　

　

　

　

　
（

皿）

八

六
〇
年
に

指
摘
さ

れ
お
り
、

日

本
糸
輸
入
は

数
鐙
的
に

は

増

加
し
て

い

っ

た
も
の

の
、

晶
質
に

つ

い

て

は

最

初
の

予
想
に

反

す
る

こ

と
が

次
第
に

明
ら
か
に

な

り
、

そ

れ
と
と

も
に

価
格
も

　
　
（
13）

低
落
し

た
。

事
実、

後
述

す
る

よ

う
に、

日

本
糸
の

最
高
価
格

は
一

八
六
〇
年
の

三
一

シ

リ

ン

グ

か
ら
六
二

年
に

は…
一
四
シ

リ

ン

グ
に

下

落
し
た。

と
く
に

繰
糸
工
程
で

の

不
注
意
に

ょ

る

サ

（274） 42
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第 7表　イギ リス 生糸輸入量 （括弧内は％） （単位 ； 1，000ポ ン ド）

剰 中 唖 廴

18571858

1 ［理 糸 大懲 広 東糸

185引7， 175（8。：）

186018611862186318641865

　 ％

8，537（81）
4，516（72）

6，479（73）
6，125（75）

6， 766（73）

4
，395（521）
2，566（46）

3， 881（58）

器騾鵝
ユ868　14，590（70）
18691870187S18723， 065（64）

4
，
438（7｛：1）

5， 150（68：）

5，063（75）

4，274　3，712　　551
3，183　1， 150　　　183

4， 853　2，134　　189

4，
566　1， 731　　182

3，782　2， 151　　　192

4 ， ／67　2，343　　255

3，G86　1，
075　　　234

ユ，966　　487　　ユユ3

2， 396　1，141　　344

ユ， 550　　　508　　　554
2

，
289　　608　　483

3，ユ35　　881　　574

2， 130　　373　　561
2，337　　752　1，349

3 ， 130　　602　1， 418

2，8Xl　　636　1，369

日 　本

％

55（ 1）

647（7）

744（9）

976（11）

2
，
294（27）

Ll
」
70（21）

ユ，
179（18）

741（15）
698（13）

85ユ（13）

875（ユ8）

763（12）

1， 077（14）

857（13）

ベ ン ガ ル

　
u’『

％

1，354（13）
1，162（18）

1，252（14）
1

，
268（14）

900（11）

921（le）
1

，
108（13）

1，148（21）

1， 347（20）

1，257（26）
工，126（2ユ）

924（14）

727（／5）

837（ユ3）
1， 056（14）

674（10）

イ タ リア

　 ％塞

403（4）
498（8）

363（4）
233（3）
322（4）

290（3）

497（6）

375（7）

117（2）
L14（2）
67（1）

：廴39（2）

97（2）

191（3）
200（3）

120（2）

そ の 他

23110717120Q109338195

i2762086055192010311579

総計

10，5256

，2839

．Q158

、 8278

，2009

， 2918

， 4885

，5346

， 7324

，7845

β266

，5224

， 78娃

6，3317

， 5986

，792

（資料） H ．W ．　Eaton ＆ Sons ’ Cireular
，
　London

，
　 L　Jan．1873，　T ’

able 　A
，
　in

　 JMf1α ／41．

（註） 1） 四捨五入 の た め 総計は必ず し も一致 しな い
。 2） 撚糸は除かれて い る 。

イ

ズ

の

不
均
一

や

括
造
の

不

完
全
が
欠

点
と
し
て

指

　（
14）

摘
さ
れ
、

日

本
糸
に

対
す
る

評
価
は

輸

入

開

始

後

二
、

三

年
で

早
く
も
失
な

わ
れ

て

し
ま
っ

て

い

た
、

　
…

八

六
〇
年
代
前
辛
期
に

は
ロ

ン

ド

ン

生
糸
市｝
場

の

大

部
分
は

中
国
糸

、

ベ

ン

ガ

ル

糸
及
び
日

本
糸
で

し
め
ら

れ、

中
で

も
七
里
糸

及
び

大
蚕
糸
を
主
と
す

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

15）

る

中
闘

糸
が

絶
対
的
優
泣
性
を
確
立
し
て

い

た
。

中

国
糸
の

晶
質
は

悪

く、

次
第
に
「

忌
み
嫌
わ
れ
る
」

　
　

　
（

頂）

ほ

ど
に

な

り、

さ

ら
に

太．
平

天
国
の

乱
に

よ
る
生
産

の

縮
少
に

影
響
さ

れ
て
、

輸
入
量
も
一

八
⊥

ハ

ニ

年
の

六
七
六
・

六
万
ポ
ン

ド

か

ら

六
三

年
四
三

九
。

五

万

ポ
ン

ド
、

六
四
年
に

は

二

五

六
・

六
万
ポ

ン

ド

に

激

減
し

、

シ

ェ

ア

も
五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

を
割
る

に

い

た

っ

た
。

　…

八

六
三

年
に

お

け
る

日

本
糸
の

急
増
は

、

こ

う
し
た・
甲

鬮
糸
の

品
質
低
下
と

輸
入

購
の

減
少
些

背
景
に

し

て

は

じ
め

て

可
能
で

あ
り
、

中

圏

糸
の

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
【

17＞

「

不
足

分
は

多
量
に

臓

本
か

ら
供
給
さ
れ
」

、

「

日

本

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
18）

糸
は

引
き

続
き
主
要
な

取
引

商
晶
一

で

あ

り
え
た

の

で

あ
る．、

ロ

ン

ド

ン

生
糸
市
場
に

お
け
る

學
夲
糸
市

場
の

拡
大’
は

欧
州

糸、
亠
甲
園一
糸
及
び
ベ

ン

ガ
ル

糸
と

43 （275）
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の

競
争
力
に

か
か
っ

て

い

た

が
、

欧
州

糸
の

生
産
が

徐
々

に

回
復
し

、

価

格
も
低
廉
に

な
る

に
つ

れ
て
、

ア

ジ

ア

糸
の

消
費
は
全

体
約
に

椡
垠
さ

携

　
　
　
（

B）

て

い
っ

た
。

さ

ら

に
一

八
六

四
年
の

「

未
曽
有
の

予
期
せ

ぬ

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け
る

繭
産
の

不
作
」

は
、

同
時
に

緯
糸
と
し
て

用
い

ら
れ
る

中
国

糸

及
び
日

本
糸
輸
入
の

増
進
を

も
阻
止
す
る

作
用
を
は

た

編
炸

。

　
一

八
六
〇

年
代
後
半
期
に

な

る

と
イ

ギ
ーー・
ス

に

輸
入

さ
れ

る

生

糸

鬣

は
、

一

八
六
〇
〜

六
四

年
平
均
の

八

C
七

万
ポ

ン

ド

か

ら
五
六
三

万
ポ

ン

ド
に

減
少
し
た

が
、

中
国
糸
の

輸
入
鬣
が

漸
増
し
た

た

め

に
、

日

本
糸
の

霧
縞
限
さ

れ
、

輸
入

薯
増
加
し
な
か

・

範

六
〇

年
代

肇
期
か

ら
七
〇
年
代
初
期
に

お
け
る

各
輸
入

糸
の

シ

ェ

ア

は

中
国
糸
五

五
〜

七
五

パ

ー

セ

ン

ト
、

日

本
糸

＝
一
〜
一

八
パ

ー
セ

ン

ト
、

ベ

ン

ガ

ル

糸
皿

O
〜

二

六
パ

ー

セ

ン

ト
で
、

中
国
糸
シ

ェ

ア

の

回
復
に
対
し
て

、

日

本
糸
及
び

ベ

ン

ガ
ル

糸
の

シ

ェ

ア

は
、

ス

エ

ズ

運
河
の

開

通
に

よ

り
ア

ジ

ア

糸
相
互

　
　
　
　
　
　
　

　
　
（

2
）

聞
の

競
合
が

激
し
く
な

り
、

さ

ら
に

ま
た

歇
州

糸
と

も
以
前
に

も
ま
し

て

直
接
競

拿
る

よ

う
に

な

濤
た
め

に
・

む
し

毳
に

籥
な

い

し

鑛

少
の

傾
向
に

あ
っ

た
。

　
日

本
糸
の

輸
入
量
は
…

八

六
三

年
に

急

増
し
て

製
降
数
量

的
に

も
、

ま

た

シ

ェ

ア

の

う
え

で

も
停
滞
的
で

あ
っ

た
が
、

日

本
糸
の

粗
製
濫

造
は

い

っ

こ

う
に
矯
正
さ
れ

ず
、

そ

の

た

め
に

市
場
拡
大
の

可
能
性
は
き

わ
め

て

謝
限
さ
れ
、

た

だ

中
困
糸
の

供
給
不
足
や

品
質
低

下
あ

る
い

は
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

繭
生

産
の

不
作
な
ど
の

条
件
の

下
で

の

み
ロ

ン

ド

ン

市
場
に

お

け
る

位

置
を

確
保
し
え
た

に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

　｝

八

六
〇
年
後
半
期
に
は

繰
糸
技

術
の

稚
拙
さ

と

良
質
蚕
卵
紙
の

大
量
輸
出
の

結
果

、

日

本
糸
の

品
質
低
下

　
　
　
　
　
　

　
　
（
24〕

は

次
第
に

著
し

く
な

り、
　
「

口

本
糸
の

品
質
に

関
す
る
不
満
は
一

八

六
八

年
に

大
き
く
・

翠
ハ

九
年
に

は

さ

ら
に

房
大

誉
鋸
“

・

七
〇

年

に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

26）

は

「

品
質
低
下
は

以
前
に

も
ま
し
て

顕
著
」

で
、

大
部
分
の

日

本
糸
は
サ

イ

ズ

の

不
均
一

が

著
し

く、

屑
糸
と
し
て

販
亮
さ

れ
る

以

外

に

な

か
っ

範
当

時

蟄
さ
れ

た

呆
糸
の

大
部
分
は

繋
辱

上

纂
に

対
す
る

需

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

29）

要
は

継
続
し
て

活
発
で

あ
っ

た
が
、

中
国
糸
も
日

本
糸
と

岡

様
の

用
途
に

用
い

ら

れ
た

た
め

に
、

目

本
糸
は

次
第
に

中
国
糸
に

よ
っ

て

代
替
さ

れ
る

　
　
　
　
（

30
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

31）

よ

う
に

な

り、

　
　
　
　
　
　

ほ

と
ん

ど

常
時
無
視
さ

れ
る
と
い

う

状
態
で
、

と

く
に

中

下
等
口

本
糸
の

販
売
は

困
難
と

な

り
、

ス

ト

ッ

ク
は
大
量
に

な
っ

煽
胆

　
次
に

ロ

ン

ド

ン

市
場
に

お

け
る

輸
入

糸
の

価
格
動
向
を

検
討
し
よ
う

。

第
八
表
は
｝

八

六
〇
年
か

ら
一

八

七
四

年
に

お

け
る

中
国
糸
（

七
里

糸
、

大
蚕

糸
及
び

広
東
糸
）

、

団

本
糸

、

ベ

ン

ガ

ル

糸
及
び
イ

タ

リ
ア

糸
の

最
高

価
格
と

最
低
価
格
を
示
し

て

い

る
。

ロ

ン

ド

ン

に

お
け

る

生

糸

相

場

は

軻
“

§
も

ミ
蝋

職

掲
載
の

亳
Φ
Φ

瞠

帯

剛

陰
o
 

O
蓉
器
旨

で

知
る
こ

と
が
で

き
る
が
、

日

本
糸
相
場
が
あ

ら
わ
れ
る

る

は
一

八
七
四
年
三

月
二
一

日

号

（

皿

五

九
五

号
）

以
降
で

あ
り
、

第
八

衰
の

数
字
と

も
若
干
の

差
異
が
み
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幕末， 明治初期にお ける生糸輸出の数量的再検討

（単位　シ リ ン グ，
ペ ン ス ）第8表　ロ ン ドン 市場生糸価格 （1 ポ ン ド当り）

イ タ リ アベ ン ガ ル本日

国中

s．d ．　　　 9L ．d ．
32，0〜 411．0

21．0〜35．0
21．0〜28，0

23．O〜31．，6
23．0〜34．0

3ユ．0〜 3くLO

35．O〜 43．0

37．0〜53．0
44．0〜 50．0

24．O〜 37．0

28．O〜38．0

3，（t，　　　　 s，d ．
12．O〜 28．6

　9，0〜25．6

　9．0〜 21．0
　9．6〜 23邑0
11，0〜 25。0
16，G〜25．0

ユ2．0〜 3］」．0
13，0〜32．6

】．3．0〜 31。0

10．0〜 27．G
10，0〜 29，0

9。6〜 27．0　30．0〜 38．0

9．〔｝〜 23，0　28．O〜32．0

fi．　d ・　　　　 s．d ，
15。0〜 31．0
ユ2．0〜30．0
13．0〜24．0

13．0〜27．0
13．0〜 28．0

18．0〜28，6

7．0〜 35匿6
7．0〜39．0

7．0〜 38，0

21．0〜32。0
19．0〜 30．0
10，0〜30．0

10．0〜26．0

⊥
　
　
｝

　
　
｝

　
　
｝

七里 糸

　　 s齟d．　　　rr．d ．
19．O〜 26，0
15．6〜 25．0
16．G〜 22。0

18。6fi−26。0
18。0〜・27．0
23。O’・・一・27．0

大蚕 糸

　 s，d．　　　　s，d ，
13，9〜 22，0
11．3〜 20，6
11．3〜 16．6
15．0〜22．0

17．0〜 24。6
18．0〜24．O

広東糸

　s，d ．　　s．d．
　6，0〜 19．0

　6，0〜19．0

　8．0〜17．0
　8．0〜 18．0
12．O〜 23．9

18．O〜 22．0

τ

20。0〜33．6

18。6〜32．6
20．0〜 28．6

ユ5．0〜 29．0
18，0〜25．6

ヱ8．6〜 24．6

15．6〜 25．6
14．6〜 22．6

15，6〜 22，6

22．0−）31．6

21．6〜 31．6

ユ4．6〜 3ユ，0
14eO〜 24．6

17，0〜 27，0
18，0〜27．6

12．0〜 26．6

10，0〜 20．0

11，0〜23．0
14．0〜 23．6
13，0 〜 22．6

12．9〜ユ7．6

器

器

器

躑
隰

郡

器
塑
（資料）　1860・v62 ： Eaton ，

s　 Circular
，
　London

，
3Jan ．1862

，
　in ／MA 　 CI／41．

　　　 1863〜 65： ibid．，6Jan ．1865，玉n ／MA 　 C1／41． 1867〜δ9 ； H 。W ．　Eaton

　　　 ＆ Sonss　Circular
，
　London ，

4Jan ，1869 ，
　in 丿

「MA 　C1／40．】．871−72 ：ibid．
，

　　　 4　Jan．1873，　in　／MA 　C1／41 ，　1873〜 74：　ibid．，5　Jan．正874，
　 in　／M

’
A

　　　 C1／41．

（註）　 1862．65，69， ア4 年は各年 1月 1 日の 価格 。

ら
れ

る

の

で
、

利
用
し

な
か
っ

た
。

　
日

本
糸
に

関
し
て

顕
著
な

こ

と

は
最
高
価

格
と
最

低
価
格
と

の

価
格
差
が

、

中
国
糸
及

び
ベ

ン

ガ
ル

糸
に

比
較
し

て

大
き
い

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は

日

本
糸
の

場
合
上

質
糸

か
ら

下
等

糸
に

い

た

る

ま
で

広
範
囲
に

わ
た

る

品
質
の

生
糸
が

輸
入
さ
れ
て

い

た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

そ

れ

と

と

も
に
、

こ

の

価

格
差
拡
大
の

傾
向
は
一

八
六
七
〜
六
九
年
に

非
常
に

著
し
く、

最
低
価

格
が
七
シ

リ
ン

グ

で

あ
る
の

に

対
し
て

最
高
価
格
は
三
五
シ

リ

ン

グ
六
ペ

ン

ス

〜
三

九
シ

リ

ン

グ
で

、

粗
製

濫
造
に

よ

る

品
質
低
下
に

よ
っ

て

価
格
も
下

落
し

て

い

た
こ

と
が

う
か
が

わ
れ
る

。

　
イ

タ

リ
ア

糸
価
格
は
一

貫
し
て

著
し

く
高

く
、

こ

の

点
は

後
に

検
討

す
る

リ
ヨ

ン

市
場

の

価
格

動
向
と
は

異
な
っ

て

い

る
。

中

国

糸、

ベ

ン

ガ

ル

糸
及
び

日

本
糸
各
々

の

平
均

価

格
を
み
る

と
、

日

本
糸
は
一

八

六
〇

年
代

を
通
じ
て

二

〇
シ

リ
ン

グ
前
後
で

、

．

八
六
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b。

課
〜
o。

O

 
〜

°。

軽

誤
〜
c 。

卜。

8
〜

δ

8
〜

δ

設
〜

認

鵯
〜

露

AO

〜

島

 

O

〜
Q。

 

認
〜
刈

Ω。

認
〜
01
 

鵯
〜

お

帆

O

〜

餌

曙

極
蓼

宏
o°
 

｝一｝｝

Q。

N

〜

軌

QQ

〜
凝
〜

Φ
卜σ

〜

◎。

ω

〜

Q◎ ぐh 蝋q ◎ ） QQ丶］ CQNco 似

HOO

〜
同

9

8
〜

固

O
μ

露
〜
一

9

乞
O

〜
に
o。

o◎

O

〜

目
O

課
〜

○。

Q 。

D。

切

〜
一

8

 

卜o

〜
Hg

oQO

〜

8

8
〜

ざ

 

 

〜

9

一

〇

〇

〜
回

O
 

認
〜

『
D。

訟
〜
餓

Q 。

鸛
〜

 

QQ

轡

団

書
9

ミ

煽

畧

い
。。

調

げ

丶

ミ
鉢

9
＼

臨．

同

G 。

蘊
〜
お
“

溥
魁
瀛
塗

日

将

　
7

寸

揖

嬲
Cd

箕

辭陣
山燭

し
O

討
戸

嶺
謎曽
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二

年
以
降
七
三

年
ま
で

継
続
し
て

中
国
七
里
糸
の

下

位
に

あ
り
、

七
一

年

を
別
に

す
れ

ば
そ

の

差
は
一

ポ

ン

ド

当

り
一

シ

リ
ン

グ
九
ペ

ン

ス

〜
五
シ

リ
ン

グ

六
ペ

ン

ス

で

あ
っ

た
。

と
く
に
｝

八

六
七
〜
六
九
年
に

は
日

本
糸

平

均
価
格
は
二
一

シ

リ
ン

グ
三

ペ

ン

ス

〜
二

ニ

シ

リ
ン

グ
六
ペ

ン

ス

で
、

中
国
大
蚕

糸、

ベ

ン

ガ
ル

糸
と

同
価
格
に

あ
り
、

品
質
低
下
と

そ

の

結
果

と
し
て

の

価

格
下
落
に

よ
っ

て

大
蚕

糸、

ベ

ン

ガ
ル

糸
と

の

競
争
に

さ

ら

さ

れ
て

い

た
。

七
〇
年
代
に

入
る

と
日

本
糸
価
格
は
や

や

上

昇
し

、

中
国

七
里

糸
と
大
蚕
糸
と
の

ほ

ぼ

中
聞
に

な
っ

た
。

こ

の

よ

う
に

ロ

ン

ド

ン

市

場
に

お
け
る
日

本
糸
は

中
国
糸
及
び
ベ

ン

ガ
ル

糸
と
の

競
合
関
係
に

お
か

れ
て

お

り
、

市
場
拡
大
は

い

う
に

及
ば

ず、

シ

ェ

ア

の

確

保
さ
え

困

難
な

状
態
に

あ
っ

た
。

　
リ
ヨ

ン

市
場
に

お

け
る

価
格
動
向
は

、

ロ

ン

ド

ン

市
場
よ

り
さ

ら
に

詳

細
に

か
つ

長
期
に

わ
た

り
知
る

こ

と

が

で

き
る

。

第
九
表
は

、

一

八

六
〇

年
か

ら

七
九
年
に

い

た
る

二

〇
年
間
に

お

け
る

中
国
七
里

糸
（

三

等

及
び

　
　
　
　

　
　

　
〔
33
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34）

四
等
） 、

中
国
嘉
興

糸
（

二

等
及
び
三

等
）

及
び

広

東
ヒ

翼

糸
（

四
等
）

、

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
35）

口

本
糸晶
醐

橋
一

番
（

一

〇

〜
一
亠

ハ

デ
ニ

ー
ー

ル
）

及
び

奥r
州
エ

ク

ス

ト

ラ

（

→

四

〜．
τ

一
デ
ニ

ー

ル
）

、

　
ベ

ン

ガ

ル

炊
爪

（

一

簿、
　

ご
一
〜
一
」

ハ

デ
ニ

ー

ル
） 、

そ

れ

に
イ
タ

リ
ア

糸
（

一

等
及
び

二

等、
　
｝
．

〜

＝
ニ

デ
ニ

ー

ル
）

の

各
偲

＝
一

月
三
一

日

に

お

け
る

最
高
価
格
と

最
低
価
格
を

示
し
て

　（
36
）

い

る
。

ま
た

第
　

図
は
そ

れ

ら
の

平
均
価

格
を

図
示
し

た

も
の

で

あ
る

。

第 1 図　 リ ヨ ン 市場生糸平均価格 （1 キ ロ グ ラ ム ∋馬り）

奥隣
／　

　

イ タ ワア 糸

ノ鐙醗課
・闡 惟 糸No．4
巾国 嘉 興糸

中国広 束糸

フ
’
フ ン

110100

　 go　　1
・・

　　

70

£

り
　
　

　曜
O
　
　　
≦

「
跚

1．＿＿＿L

虻工
一

」

し
ナ

　

　
」

　
　
酒、
、

d

3

1860
＿一＿L＿＿＿！＿，一 ⊥＿＿＿」 」冖一 ＿＿⊥

1865 1870

1資料）第 9 表 よ 1
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リ
ョ

ン

市
場
に

お
け
る

価
格
の

動
向
は
一

八
六
一

〜
六
五

年
に
は

上
昇

の

傾
向
に

あ
る
が
、

六
五
年
を

境
に

し
て

下

降
に

転
じ
、

七
二

年
前
後
ま

で

は

漸
減

、

そ
れ

以
降
七
五

年
ま
で

は
急
落
し
て

い

る
。

一

八

七
六
年
の

価
格
は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に
お

け
る

繭
生
産
の

凶

作
を

反
映
し
て

、

前
年
に

比

し
て
一

時
的
に

約
二

倍
に

な

っ

た
が
、

そ

の

後
ま
た

下
落
し

て

い

る
。

一

八
六
二

年
に

初
め

て

知
ら
れ
る

前
橋
一

番
の

相
場
は

七
三

〜
ヒ

七
フ

ラ

ン

　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な

　
　
へ

　
　
み

　
　
も

　
　
ぬ

で
イ

タ

リ
ア

糸
（

七

四
〜
七
七
フ

ラ

ン
）

と

同
様
最
も
高
価
な

生
糸
で

あ

り
、

六
三

年
以
降
も

六
四
卑
を

除
い

て

六
七

年
ま
で

イ

タ
ーー

ア

糸
を

お
さ

え
て

最

高
相
場
を

維
持
し

て

い

た
。

六
八

年
以

降
に

な
る
と

粗
製
濫

造
に

よ
る

品
質
低
下
を

反

映
し
て

価
格
は

急
落
し
た

が
、

そ

れ
で

も

七

九
年
に

い

た
る
ま
で

イ

タ

リ
ア

糸
に

次
ぐ
位
置
を

確
保
し
て

い

た
。

ま
た

奥
州
エ

ク
ス

ト
ラ

の

相
場
は

、

一

八

六
三

年
に

は

六
五

〜

六
七
フ

ラ

ン

で

七

里
糸

を
僅
か
に

上
回
る

程

度
で

あ
っ

た

が
、

六
五

年
に

は

九
三

〜

九
四
フ

ラ

ン

に
急
騰
し
て

前
橋
一

番、

イ

タ

リ
ア

糸
に

次
ぐ
位

置
を
し
め

、

翌
六

六
年

に
な

る
と
イ
タ

リ
ア

糸
価
格
よ

り
高
相
場
で

取
引
さ

れ
、

六
九、

七

〇
年

両
年
の

平
均
価
格
は
イ
タ

リ
ア

糸、

薗
橋
一

番
を
も
凌
ぎ
．

七
二

年
ま
で

は

前
橋
一

番
よ

り
も
高
価
格
で

あ
っ

た
。

　
　

八

六
〇
年
前
半
期
に

お

け
る

各
輸
入
糸
の

価
格
差
は
比

較

的

少

な

く
、

輸
入
糸
は
相
互

に

競
合
関
係
に

あ
っ

た
と
い

え

る
。

六
〇
年
代
後
半

期
に

な
る

と

価
格
差
は

次
第
に

拡
大
し

、

日

本
糸
は

イ
タ

リ
ア

糸
と
ほ
ぼ

同
価
格
で

競
合
関
係
に

あ
っ

た
が
、

前
橋
一

番
の

場
合、

ロ

ン

ド

ン

市
場

二

司
美
、

コ
ロ

霆
韮
ド
重
駈
各
ド

客
妻

月
窒
己｝

く

野
ヒ

こ

b
呉

璃

終、

ズ

ノ

，
（

EP

乖
　
　
「
口

巵
♪

泊
翼一
　

臥

冒

右
罰

士
 一
　
→

詳
ン‘「
匚

＝」⊂
±
態

i
　
　

オ
オ，
ブ

尋
匚

匠
卜、
冫

　

　，

ガ
ル

糸
と
の

競
争
に

さ

ら
さ

れ
て

い

た
。

七
〇
年
代
に

お

け
る

価
格
動
両

は
、

ベ

ン

ガ
ル

糸
を

除
い

て

並
行
し

て

変
動
し
て

お

り
、

市
場
は

比
較
的

蜜
定
し
て

い

た
と

い

え
る
。

（

1
）

　
今
西
直
次
郎
『

欧
米
蚕
糸
業
視
察
復
命
書
』

（

一

九
〇
二

年
）

、

　
五

二

頁
。

　
「

ロ

ン

ド

ン

は
常
に

”

極
東
”

か
ら
の

あ
ら
ゆ
る

輸
出
品

　
の

集
散
地
で

あ
っ

た
」

（

O
肉

謎
叺

漁

ω
ゲ

き
αq
ゲ

p葭
 

℃・
H
も。
刈

〔
切
、

担

　
○

ミ

§℃
＜
o
劉

メ

歹
 
O
ω
〕

）
。

（

2
）

　
農
商
務
省
農
務
局
『

伊
仏
之
蚕
糸
業
』

（

一

九
一

六

年
） 、

＝
一

　
一

頁
。

（

3
）

同

右、
一

四
頁

。

（

4
）

　
同
右
、

五
五

〜
五

六
頁

。

松
原
建
彦
｝、
フ

ラ

ン

ス

近
代
養
蚕
業

　
の

発
展
過

程
」

（

『

福
岡
大

学
経
済
学
論
叢
』

第
一

九
巻
二

・

三

合
併

　

号、

一

九
七
四
年
）

、

三

八

四
頁

。

（

5
）

　
服
部
春
彦
「

十
九

世
紀
フ

ラ

ン

ス

絹
工

業
の

発
達
と

世
界
市

　

場
」

（

『

史
林
』

第
五

四
巻

第
三

号
、

　｝

九
七
一

年
） 、

　一

〇
頁

。

フ

　
ラ

ン

ス

絹
織
物
業
は

、

原
料
市
場

、

絹
織
物
販
売
市
場
双

方
の

点
で
、

　

世
界
の

諸
事
件
に
敏
感
に

反
応
せ

ざ
る

を

え

な

か
っ

た

（

→
o

日

　
国
 

ヨ
野

肉
昏

§
o

ミ

苛

丶

ミ
馬

題

帖

醤

丶
丶

§
簿

鴫
静
、

ミ
3
ピ

8・

　

き
『

∪

窪
註
彫。

⇔
o

訂
o

炉

ぢ
刈
困

b

ワ
μ

G。

O
）

。
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（

6
）

　

U
儲
民
肆

p
け

即

Oo
り

乙oO

熔
o

巳
帥

さ

Oo
娼
酔

げ

麟

＝

Oo

ロ
同

F
〔
い
o

円

　

戯
o
μ
〕

”

蒔

同
郎

口゜
HoQ

 
Hu

一

口

莓
OH
＼
戯

同。

（

7
）

　
一

八
七
二

年
以
降

冨
毳

§
ミ

句

鷺
譜
§
鴨

ミ
o

丶

蕁
鳴

『

ミ
糺
鴨

　
も

、

蕁
鳴

q
ミ
壽
亀

賊
ミ
晦

腎
§
：．
と

な

る
。

（

8
）

　
イ

ギ

リ
ス

に

お
い

て

は
生
糸
生
産
は

ほ

と
ん

ど

行
な
わ
れ
な

か

　

っ

た

の

で
、

ロ

ン

ド

ン

生．
糸
市
場
は

輸
入
生

糸
で

構
成

さ

れ

て

い

　

た
。

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

絹．
工

叢
に

つ

い

て

は

国゚

○鬯

訓
o

甫
詳

巨

　
．

oD
自
犀

ー

》
鐸

国
諚
酔

o
甑
o
帥

一

ω

ζ

コ
δ
団

毒

搾
7
ω

唱
ゆ

9
ゆ

一

ho

略

 

目

 

⇔
n
¢

　
酢

o

博

げ
Φ

坩
効

隅

○
Φ

口
酔

血
H
団
．’

丶
o
匿

駐
軸

黛
丶

侮

、

殊

凝

恥

磁
鳴

聴

笥
〜

笥

杣
醤
勒

艶−

　
牒

ミ
魯

く
o一゚

食．

裳
9
°。鴇

お
鶏

を
参
照

。

（

9
）

］
）

母

畧
什

節

O
。、
 

Ω
目

。

巳

胃

し
｝

畧
レ
。。

譯
し
口

丶

ミ
鉢

　

O
ぐ
心
b 。陰

（

10
）

　
初
め

て

輸
出
さ
れ
た

日

本
糸
は
忽
代
糸
（

一

四
〜
一

八

デ
ニ

ー

　

ル

）

と
い

わ
れ

（

漢

国
博
覧

会
事
務
局
『

日

本
生
糸
ノ

説
』

平
山
成

　
一

郎
訳

、

一

八

七
三

年、

国
立
国
会
図
書

館
蔵、

　一

丁
）

、

パ

ス

ケ

　

ーー
ス

ミ

ス

に

よ

れ

ば
一

八

五

九
年
の

臼

本
糸
ロ

ン

ド

ン

入
荷
量
は

六

　
一

〇
梱

、

価

格
は
一

六
シ

リ

ン

グ

六
ペ

ン

ス

〜
二

七
シ

リ
ン

グ
で

あ

　

っ

た

（

7
｛°

℃

塁
騨
Φ

爿

ω

日

搾
げ
．

o

 

鼠
赴
℃．
b。

H
 
）

D

（

11
）

　
O
物
畦

偽
qN

訳
鶴

目
m
αq
卑

嶺

P

や
ト∂

O
¢

（

鞠
 

℃
v

丶
臨
℃

匡
」

くゆ

く
o
野

　

画

梦
心

 

ソ

（

12
）

　

U
二
吋

ゆ

翳
膏

齢
　

○
○、
コ昏

O
博
o

亂
偶

さ

癖

一

餌

審
同

Q っ

 

鯉

陣
諮

丶

ミ
準

　

ρ
＼

臨゚

ハ

蔦
）

　
困

び冲
伽
」

島

軸

帥

群。
困

GQ
 

葬

回

｝
帥

躑¶
国

QQ
 
し心’

 
回

丶
濾

ミ
一

〇
押丶．
腿

r

（

耳
）

　
H
げ陣
価
鴇゚
ド

駒

ゆ

ロ゜
H
◎Q
 

9Q冠
坤
夥

丶

ミ
誨

O
ぐ、
も

轡

国
餌
轡

o
灘．
聊

O
跨
o

儒−

　

訂
さ

い
o
降
餌
oP

ω

匂
p
昌゜
同

Go
 

P
一
目

丶

§
OH
＼

軽
H°

（ 一
）1

）

　
七

里
糸
と
は
一

般
的
に

江
蘇
及
び

浙
江

省
で

生
塵
さ
れ
る

座
繰

　

糸
を
さ
し

、

そ
の

他
の

座
繰
糸
は

大
蚕

糸
と

呼
ば
れ

る
。

七
里

糸
は

　

瓜

○
〜

四
〇

デ
ニ

ー

ル

で
碍

而

要

先
は

中
国
園剛
内
及
び
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

　

あ．
っ

た

（

東
亜

研
究
所

『

支
那
蚕
糸
業
研
究
』

、

大
阪
屋

号
書
店、

　

一

九
四
三

年
、

一

二

一

及
び
→

八

三

頁
）

C

（

弼
）

　

≦
卿

諄
げ

ヨ
國

聞b
｝
moo

ヨ

9

餅

　

口
o
『q
αq、
Q。

　
6
博
o

属岡
por

い
o
ゆ−

　

鳥
o

炉
μ

匂
餌

目
困

GQ
 

冷

一

μ

丶

ミ
醇

O
μ

＼
幽
H°

（

71
）

　
H

ぴ冲
山
ご

回

｝

o

崋
戸

oo
 

♪

一
ロ

丶

ミ
誠

6
同

＼
躰
回、

（

18
）

　
】
）
q
困

帥

p
酎

知

Oo
．

り自

6
冒
o
自一
餌

さ

 

もり

Φ

b
帥゚

H
 

 

¢堕
一
コ

丶

§

　

ρ
＼

凸゚

（

91
）

　
♂

＜
⇔

搾
び

目
9
員匂
匂

陣

oo

ヨ
げ

帥

｝

山
o
ぴq
αq、
ω

O
騨
o
虞一
餌

さ

目

執
肆

β
9

　
HQQ

 

♪
一
昌

ミ
○
回

＼

心

ピ

（

20
）

　
陶
即
oo

罸
『

国
o
σq

σQ

知

Oo

げ

O
躍
o

巳
p

鈩

ぴ
o
冨

山
o

尸
GQ

匂

帥

戸

　
HQ
◎

 

μ
簡

”

丶

ミ
郎

OH
＼

戯
H°

（

21
）

　
こ

の

背
景
に

は
、

日

本
国
内
に

お

け
る

生
糸
生
産
力
が

限
界
に

　

達
し
て

い

た

と

い

う
こ

と

も
あ
っ

た
。

　
（

山
口

和

雄、

前
掲
書

、

三

　

二

頁
、

『

横
浜

市
史
』

第
二

巻
、

張

＝
二

頁
） ．、

（

22
）

　
い

口゚

0
蚕
唱
ぴ

9

営
bhhq

蕊
Q

ミ

母

b
偽

 

ミ
o
暦

ミ
鳴

毳
嚇

o
丶

、
  ・
痛

篭
ら

恥

　

軸

O
鴨

、

§
恥

越
墅

（

蔭
梓

犀

劭

恥

YO

節

B
げ

は
臣

西
Φ

⇔
口坤
ぐ゜
勺
困

Φ

ω

ω2
囲

り
ω

ゆ

　
や

』
総、

（

23
）

　

〉

ユ
ぴ

gり−
O
魔
噛

o
自
H

馳

OP

〔

oり
出

閃

O
躍
o

巳
螢

同

〕壗

い
楼

o
ロ
鳳階導
ω

困

　
蝋

巳
罵

ド

co
 

押

 
鄭

丶

§
O
回

＼

彊
O．
　
ソ

て

の

椥…

の゜

O“

》
瓢
の

ジ

罅

　

的
赴
o
、

篤

朝
ら

o
苺
o

§

母

寵
跨

電
唖

絃

o
、

§
織
鳴

、

蕊

丶
亀
辱

優

蕊

（

ω

門

蜘

門

o
＜°
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ミ
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》
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囲
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コ
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ロ
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＝
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帥

ζ
コ

閤
一

P
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帥
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ピ
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）

　
O
勘

誌

亀℃
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餌

昌

帥
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。

掬
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ワ
劬

（
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、

挿
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ヤ
誤
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＜
o
尸

♪

　
唱

U
鴇
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（

25
）

　

カ
m
唱

o
二

げ

団

鬻
鬥．

》
恥
鋤

日
の

o
鐸

帥

げ
Φ

鬥

滞
幹
印

誌
o
門

餐5

餓
o
夥

o
眠

　
同

肆
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餌

ロ
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ω

出
犀
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刈

回
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宰
ω
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切
℃
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丶
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臥
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く
or

しQ鴇

　

歹
 

刈

y

（
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）

　
囲

露
騨

（
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）

　

陶
o
唱

oH
酔

　
び

罵

　

蜜
【

〉
似
餌

臼
Q噛

　
O
卩

　
蝕

ず
Φ

　

O
 

5

言
o一
　
qe一｝
犀

　
一
）

『
什

二
〇

宏

o
（

一

四

唱
蝉

旨

（

HQo

刈
Oy

℃
℃

」「
ρ
ド

周

（

しロ

、
、℃

丶

工
、

餌」
＜ψ

　

＜
or

トコΨ
℃

梦
笛

らQQc

匂
O
ω
 

ソ

（

28
）

　
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

市
場
で

は
提

糸
は

総
称
し

て

前
橋
糸
と

呼
ば
れ
て

　

い

た

（

藤
本
実
也
、

前
掲
書、

中
巻

、

三

八

五

頁
）

、

海
外
市
場
に

　

お

け
る

日

本
糸
の

呼

称
は

国
内
と
は

異
な
っ

て

お

り
、

零
討

嘗
屋
ω

　
　
（

器

械
糸
） 、

國
Φ

曲
Φ

蝕
ω

（

座
繰
揚
返
糸
） 、

頃

畧
訂

（

提
糸
）

、

　

国
⇔

犀
Φ

島

肆

（

折
返

糸
） 、

O
寓
『

¢

（

鉄
砲

造
） 、

鐺
帥

岳
鼬

基
o

賦
（

折

　

返
糸
）

の

六
種
に

大
別
さ

れ
て

い

た

（ 、
回

訂

ゆ

貫
Φ

餌

ζ

o
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Φ
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⇔
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侮
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な
　

鳶
ミ
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ぐ
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環
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m
コ
酔

　
鰰
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、
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O
貯
o

色
⇔
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卜⊃

矧

9
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囲
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｝
ロ

噛
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偽
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蕁
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霍

辱
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丶
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隷
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さ

＜
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押

翼
9
ρ
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唱
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レ
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（
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）
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芝゚

麟

黒
o
昌

知

G自
o
口
゜ゆ、

O
騨
o

巳
侮

が

じ
o
諍

恥
o

戸
、

、

〉

胃’

　
HQo

 
O”
一
夥

丶

ミ
鉢

O
同

＼
戯

ρ

（

33
）

　
浙
江

省
産
生
糸
で

、

輸
出

市
場
は

フ

ラ

ン

ス

に

限
定
さ

れ
て

い

　

た

（

東
亜

研
究
所、

前
掲
書、

一

八

三

頁
）

。

（

34
）

　
中
国
糸
は

フ

ラ

ン

ス

で

撚

糸
さ
れ
、

主
と

し
て

ア

メ

リ

カ

向
繰

　

物
に

用
い

ら
れ
た
（

〉
吋

序
ω・
∪
鼠
o
に
目

即

Oo
°
〔
ω

臨
犀

O
す
o

巳

賃
ど

　
トり
刈

O
⇔

菅

Ho

◎

 

N
陣
ロ

丶

§
O
畑、
軽

回

）

。

（

35
）

　
デ
ニ

ー

ル

は

生
糸
の

太
さ

（

繊

度
）

を

示
す
単

位
で
、

一

デ
ニ

　

ー

ル

と
は

四

七
六
メ

ー

ト

ル

が

○
・

〇
五

三

＝一…
グ
ラ

ム

で

あ
る

生

　

糸
の

太
さ
を

示
す

。

一

般
に

細
糸
は

二
・

五

デ
ニ

ー

ル

未
満

、

中

　

細
糸
一
｝
・

五

〜

π
二

・

五
デ
ニ

ー

ル
、

太
糸

＝
二

。

五

〜
一

七
デ

　

ニ

ー
ル
、

特
太
糸
一

七
デ
ニ

ー

ル

以
⊥
と
さ

れ

て

い

る

（

早
川

直
瀬

　
　
『

生
糸
と

其
貿
易
』

〔

改
版
W

、

同
文

館
、

一

九
二

八

年
、

二
三

〜

　

三
四
頁
）

。

（

36
）

　

フ

ラ

ン

ス

糸
に

つ

い

て

は

撚
糸
価
格
が

知
ろ
れ

る

だ

け

で

あ

　

る
。
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幕末， 明治初期にお ける生糸輸出の数量 的再検討

第10表　幕未内外糸価比較表

（c ）

（B ）

　　％

46，943
．657
。　842

、452
．762
．　069

．7

横 浜 耳
ノ 均

売 込 相 場
　　　（C ）

（c ）

（A ）

　 法

31．GO33
．6738
．0341

．9り

51．7062
．3563

．35

　　％

42．544
，252

．849

．948

．858
．860

．9

欝攣
場
糸
）

市
橋
A

ン

前
（

ヨ

本
番

り

日
一

次年

　　 法

66．1077

．156Z

　5579

．9Q97

．85100
．6090

．90

73．　0076

．0072
．0084

．OQ106

．QOlO6
．　eo104

，00

ユ861

／862

ユ8631864186518661867

（文久元 ）

〔　　 2．．）

（　　 3）

（元 治元）

（慶応元）

（　　 2 ）

（　　3）

（資料） 高橋経済研究所 r日本蚕糸業発達史』 上巻 ，
65頁 J

（『
」
） 1）（A ）及 び（B ）は農商務省刊 （明治16年）　『蚕 糸貿易概 説』 31頁第 8 表に よ

　　　 II）　，各年 12月 31日の 価格 。

　　 2）（C ：）｝ま明治 5年大蔵省刊 r生糸蚕種之説 』， r大 LII本蚕史』 280頁所収に よ

　　　り ， 鋳瞳 位を法に 換算 （1弗0。5法）。

四
、

横
浜
相
場
と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

相
場

　
闘
港
以

降
日

本
糸
輸
出
の

増
大
を
可
能
と
し
た

要
因
と

さ

れ
て

い

る

H

本
糸
の

低

廉
性
に

つ

い

て

は
、

最

初
に

指
摘
し
た
よ

う
に

、

国

際
市
場
に

お

け
る
価

格
の

低
廉
性
と

と

も
に
、

横
浜
売
込

相
場
が

国
際
緬

格
に

比

較

し

て

約
五
〇
パ

ー

セ

ン

ト

低
い

た

め

に
、

　
「

こ

れ

に

…

…

潼
賃
…・
：

そ

の

他
の

諸
経
費
を

加
え
て

も
、

な

お

外
国
商
人
の

手
中
に

莫
大
な

利
益
を
残

　
　
　

　
　

↑）

す
こ

と
が
で

き
た
」

と

い

う
議

論
に

発
展
し
、

共
通
の

認
識
に

な
っ

て

い

る
。

し
か

し
、

す
で

に

検
討
し
た

よ

う
に
ロ

ン

ド

ン

及
び

リ

ョ

ン

市
場
に

お

け
る
日

本
糸
の

価
格
は
中
国
糸
に

比

較
し
て

も

決
し
て

低
廉
と
い

う
わ

け
で

は
な

く
、

リ
ヨ

ン

市
場
に

お
い

て

は
む
し
ろ

中
国
糸
よ

り
も
終
始
高

価
格
で

あ
っ

た
。

　
従
来
の

議
論
が

依
拠
し

て

い

る

の

は

高
橋
経
済
研
究
所
『

日

本
蚕
糸
業

発
達
史
』

上

巻

所
載
の

リ
ヨ

ン

相
場

（

前
橋
一

番
）

、

ロ

ン

ド

ン

相
場

（

前
橋
二

番
）

及
び

横
浜
平
均
売

込
相
場
に

も

と

つ

い

て

作
成
さ
れ
た

「

幕
末
内

外
糸
価
比
較
表
」

　
（

第
一

〇
表
）

で

あ
る

。

こ

の

内
外
生

糸
租

場
表
に

記

載
さ
れ

て

い

る

ロ

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

擁…
祇刪
を記
剛

掲
第
八
夷ハ
及

び

第
九
表
と
比

較
す
る
と
、

リ
ヨ

ン

相
場
は

第
九
表
に
．

致
し
、

ま
た
ロ

ン

ド

ン

相
場
も
、

換
算
の

際
の

為
欝
レ

！

ト

は

明
ら
か
で

は
な

い

が
、

苅

橋一
一

番
で

あ
る

こ

と
を

考
慮
に

人

れ

れ

ば

妥
当
な

価
格
で

あ
る

と
い

え
よ

5コ　 （283）
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第1ユ表　 日本 糸内外相場表

9・lt 度

横 　湊 　 ロ 　 ン 　 ド 　ン リ 　 ヨ 　 ン

ド

均
柊

ン

Z

　

ー

ポ

耳

偉

1
当

価

ル

均
格

ク
Z
　

　

ー

°

　
“

！

　
　
イ
上

二
　

　
　

　
　
　

ー

／

当

価

1861〜 62　
’

1862〜 63

1863〜641
1864〜 65 「
1865〜66　｛

1866〜 67

1867〜 68
　 　 i
1868 〜 69

1869〜7〔1

1870〜 71

1871〜 72

1872〜 73

i873〜 74

ユ874〜 75

1875〜 76
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（資料）　Review 　of 　the 　Japan　 Silk　 Trade 　 froln　 1874　 to　 1877，　Summary

　 of 　 Commercial 　 Reports 　 by　 Her 　 Majesty
，
s　 Consuls　 in　 Japan

　 for 山 e　 Year 　 1876，　 PP，39−41 （BPP ， ノ
rAPAN

，
　Vol ．6

，
　 PP。245−247），

（
＝：．）．
Pl．」’）　 1 ピ ク ル ・．・133．33ポ ン ド＝・60．52kg， 1 シ リン グ＝ユ2ペ ン ス 。

う
。

日

本
糸
の

中
で

も
高

価
格
で

あ
る

前

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　ヘ
　

へ

橋
糸
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

相
場
と

横
浜
平
均
売

込
相
場
と
の

比
較
自
体
適

切
と
は

い

い

が

た

い

が
、

こ

こ

で

問
題
と
な

る

の

は

横
浜

略
均
売
込

相
場
の

換
算
に

つ

い

て

で

あ

る
。

　
『

大
日

本
蚕

史
』

掲

載
の

横
浜
平

均

　
（
2
）

相
場
は

、

前
掲
第
一

表
の
一

ピ

ク

ル

当

り

単
価
と
ほ

ぼ
一

致
し
て

い

る

が
、

註
に

あ

る
一

ド

ル

ー−
○
・

五

フ

ラ

ン

で

換
算
し
て

も
◎
の

数

宇
は

え

ら
れ
な

い

の

み

な

ら

ず
、

幕
末
に

お

け
る

ド

ル

・

フ

ラ

ン

の

為

替
相
場
は
一

ド

ル
、

六
フ

ラ

ン
晶

削

後
で

あ

り
、

さ
ら
に

ま
た

次
に

み

る

よ

う
に

、

ロ

ン

ド

ン
、

リ
ヨ

ン

及
び

横
浜
の

単
価
の

重

量
単
位
は

各
々

異
な
っ

て

い

る

か

ら
、

第

一

〇

表
自
体
改
め

て

検
討
す
る
必
要
が

で

　

　（
3
）

て
〜＼
る

。

　
さ

き

に

第
｝

表
と
し
て

利

用
し
た

『

英

国
領
事
報
告
」

中
の
、

菊
o
＜

樹

≦

O
｛

昏
o

富
℃
隅

昌

むり

臨
パ

臼、

纛
儀
cシ

簿
o

ヨ

一

G。

置

8
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幕末，明治初期に おける生 糸輸出の 数量 的再検討

同

Q。

刈
圃

．

に

は

輸
出

数
量
、

価

額
、

一

ピ

ク
ル

当
り

単
価
の

他
に

、

為
替
相

場、

ロ

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

市
場
に

お

け
る
日

本
糸
平
均
販

売
価
格
も
あ

わ
せ
て

記

載
さ
れ
て

い

る
。

第
一
一

表
は

こ

の

資
料
に

も
と

つ

い

て

作
成

し
た

日

本
糸
の

内
外
相
場
表
で

あ

る、

原
表
で

は

横
浜
売
込

相
場
に

つ

い

て

は
一

ピ

ク

ル

当
り
の

ド

ル

（

メ

キ

シ

コ

銀
）

表
示
で

あ
る
こ

と
が

明
記

さ

れ
て

い

る

が
、

ロ

ン
博．−
ン

及
び

リ
ヨ
い、・

相
場
に
つ

い

て

は

価
柊
の

み

で

単
価
の

重
量

単
位
に

つ

い

て

は

明
示
さ

れ
て

い

な
い

。

そ

こ

で

ま

ず
こ

の

平
均
価
格
の

重
量

単
位
に
つ

い

て
、

一

八
六
〇
〜

六
一

年
を

例

に

と

っ

て
、

横
浜

、

ロ

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

価
格
の

関
係
を
み

る

と

次
の

よ

う
に

な
る

。

横
浜

相
場
ロ

ン

ド

ン

相
場
と
を

比
較
す
る
と
一

ド

ル

H
五
シ

リ

ン

グ
ニ
ペ

ン

ス

で

あ
る

か

ら、

ロ

ン

ド

ン

相
場
一

八
シ

リ
ン

グ
三

ペ

ン

ス

は

約
三

・

五
ド

ル

に

相
当
し
、

横
浜
価
格
の

一

〇
〇
分
の
一

以
下
で

あ
る

。

次
に

横
浜

相
場
と

リ
ヨ

ン

相
場
と
を
比

較
す
る
と

、

一

ド

ル

巴
六
・

五
フ

ラ

ン

で

あ
る

か
ら
、

リ

ヲ

ン

相
場
五
一

フ

ラ

ン

は

約
七
・

八

ド

ル

に

相

当

す
る
こ

と
に

な

り、

横
浜
相
場
の

四
八

分
の
一

で

あ
る

。

ま
た

卩

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

相
場
の

比

率
を

求
め

る

と

τ
対

二
9

二

と
な

る
．．

こ

こ

で

第

一

に

横
浜

相
場
が
ロ

ン

ド

ン

及
び

リ

ヨ

ン

相
場
よ

り
も

高
い

と

い

う
可
能

性
は

ほ

と
ん

ど

考
え

ら
れ

ず、

葦
た

第
二

に

地
理
的
に

も
近
接
し
て

い

る

ロ

γ

ド

／

と

リ
ョ

／

の

価
格
が

隔
絶
し
て

い

る

と

い

う

想
定
も
ほ

と

ん
ど

妥
当
性
を
え
な
い
。

横

浜
相

場
は
一

ピ

ク

ル

当
り
単
価
で

あ
る

こ

と

を
基

準
に

し
て

以
上
の

二

条
件
を
満
足
す
る

ロ

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

価

格
の

単

価
当

り
の

重
量

単
位
を

推
測
す
る
と

、

一

ピ

ク

ル

ー

＝
二

三

・

三

三

ポ

ン

ド

“
六
〇
・

五、
一
キ
ロ

グ
ラ

ム

で

あ
る

か
ら
、

ロ

ン

ド

ン

相
場
は
一

ポ

ン

ド

当

り
、

ま

た

リ
ヨ

ン

相

場
は
一

キ
ロ

グ
ラ

ム

当
り
の

単
価
で

あ
る

こ

と

が

容
易
に

知
ら

れ
る
。

こ

れ

は

第
八
表
及
び

第
九
表、

ま
た

両
国
の

貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
4
）

統
計

、

そ

の

他
の

資
料
に

照
ら
し

て

も

妥
蚤

で

あ
る

。

こ

う・
し

て
ロ

U．・
団

ン

及
び
リ
ヨ

ン

相
場
を

各
々

ド

ル

に

換
算
し
、

さ

ら
に
　

ピ

ク
ル

当
り
の

単
価
を

各
々

求
め

る

と
ω

欄
及
び

ω
欄
の

数
字
を

う
る

こ

と

が

で

き
る

。

さ

ら
に

横
浜
売
込

相
場
と
ロ

ン

ド

ン

及
び

リ

ヨ

ン

相
場
と
の

比
率
を

求
め

る

と
、

開

港
直
後
こ

そ
八
〇
パ

ー

セ

ン

ト

弱
で

あ
る

と
い

う

も
の

の
、

一

八
六
〇
〜
六
一

年
か

ら
一

八

七
五

〜
七
六

年
ま
で

の

平
均
で

は

横
浜
売
込

相
場
は
ロ

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

相
場
の

約
八
三
パ

ー

セ

ン

ト

と
な

り、

こ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（

5）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6V

れ
に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ま

で

の

運

賃、

保
険
料、

そ
の

他
の

諸
経

費
を

加
え
れ

ば
、

ロ

ン

ド

ン

及
び

リ
ヨ

ン

価

格
は

む
し

ろ
き
わ
め
て

妥
当
な

価
格
で

あ

っ

た

と

結
論
づ

け
る

こ

と

が

で

き
る

。

　
も
ち
ろ
ん

開

港
以

降
、

と

く
に

直
後
の

時
期
に

お
い

て

は

銀
に

対
す
る

過

大
評
価

、

あ
る

い

は

口

本
人

商
人
の

国
際
毒
場、
知
識
の

欠

如
の

ゆ

え

に
、

外
商
が

著
し

く

低
価
格
で

購
入
し
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

市
場
で

高

価
格
で

販

売
す
る

こ

と

に

よ

っ

て
一

時
的
に

高
利
潤
を
え

た

可
能
性
を

否

定
す
る

こ

と

は
で

き
な

い

が
、

こ

う
し
た

状
況
が
長
期…
に

わ

た
っ

て

継
続
し
た

と

53　（285）
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（
7）

は

考
え
が
た

い
。

口

本
糸
は

す
で

に

み
た
よ

う
に
一

定
程

度
確
立
し

て

い

た
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

施
場
に

輸
出
さ

れ、

こ

の

こ

と
こ

そ

世
界
市
場
へ

の

編
入

を
意

味
す
る

の

で

あ
る

か

ら
、

日

本
糸
相
場
だ

け
が

著
し

く
低
く
設
定
さ

れ
た

と

い

う
の

は

非
論
理

的
で
、

む
し

ろ
凵

本
糸
相

日

吻

も

国
際
市
場
に

お

け
る

市
場
価
格
に

対
応
τ
・

る

形
で

設

定
さ
れ
、

規
定
さ

れ
て

い

た

と

考
え

．

ω

こ

と
が
で

き

る。

　
ち
な
み
に

日

本
の

開

港
直
前
の
一

八
五
八

年
に

お

け
る

上

海
輸
出
生

糸

価
格
は

、

　冖

ピ

ク

ル

嶺
り
七
里

糸 
…
亠

ハ

○
〜
四一
一
五

テ

ー

ル
、

六
蚕
糸
一

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

8）

八

〇
〜
三

二

行

テ

ー

ル

で

あ
っ

た
D

銀
行

手
形
の

レ

ー

〉

に

も
と
つ

い

て

一

八

五

八

年
の

為
替
相
場
を

算
定
す
る

と
一

テ

ー

ル

鎚
L

ハ

シ

リ
ン

グ
一
・

　
　
　
　
（
9
）

七
五
ペ

ン

ス

で
、

こ

れ

を
か

り
に
一

八

六
〇

〜
六
一

年
の

為
替
相
場
一

ド

ル

ー−
五

シ

リ
ン

グ
ニ

ペ

ン

ス

を

用
い

て

ド

ル

に

換
算
す

る

と
、

b
里

糸
三

〇

九
〜
五

〇
六
ド

ル
、

大
蚕

糸一

＝

四
〜
三

八

七
ド

ル

と
な

り
、

一

八

六

〇
年
代
初
期
に
お

け
る

横
浜

売
込

相
場
は

七

里
糸
と

大
蚕
糸
の

中
闇
で
、

中
国

糸
に

比

較
し
て

も
決
し

て

低
廉
で

は

な

か
っ

た

こ

と

が

知
ら
れ
る

。

註
（

1
）

　
『

横
浜

市
史
』

第
二

巻
、

三

七
九
〜
二

八

〇
頁

。

橋
本
重
兵

衛

　
は

明
治
一

六
鉱，
丑

月
の

製
糸

諮
詢
会
で

 

明
治
初
年
ノ

頃
ハ

日

本
生

　
糸
ノ

価
英
貨
二

十
二

三

志
ニ

テ

輸
出
セ

シ

モ

外
圏
二

於
テ
ハ

之
ヲ

四

　
拾
五
出
心

乃
至
五
十
士
脚

ヲ

以
テ

販
士

冗

ス

ル

ニ

至
ル

臼
疋

レ

外
亠

父
串

木

ダ

開
ケ

　

ズ

商
業
未
熟
ノ

為
二

僅
二

半

価
ヲ

以
テ

買
取
プ

レ

徒
ラ
ニ

大
利
ヲ

奪

　
ハ

レ

タ

ル

ヲ

知
ル

可
シ

L

と
述
べ

て

い

る

（一、
製
糸
諮
詢

会
記
事
L

　

八

〇
頁

、

『

明
治
前
期
産

業
発
達
史
資
料
』

第
八

集
（

四
）

、

所
収
）

　

が
、

価
格
自
体
き
わ
め
て

誇
張
さ

れ
て

お

り、

記
述
通
り
に

は

う

け

　

と

り
が

た

い
。

（

2
）

　
『

大
日

本
蚕

史
』

（

正

史
） 、

｝

八

九
八

年、

二

八

〇
〜

二

八
｝

　

頁

（

『

明
治“
肘

麹
産軸
菓

発

達
史
次
鼠

料
』

別
冊

〔
L

ハ

七
）

一

、

所
収
）

。

（

3
）

　
実
際
に

は

『

大
口

本
蚕

史
』

の

数
字
に

○
・

〇
八

を
乗
じ
て

◎

　

を

算
出
し
て

お

り、

も
し
一

ド

ル

ー

蓋
フ

ラ

ン

の

誤
植
と
す
る

と
、

　

 
は
一

ピ

ク
ル

当

り
単
価
を
…

キ

ロ

グ

ラ

ム

当
り

単
価
に

換

算
し

た

　

数
字
と
ほ

ぼ
一

致

す
る

。

一

八
六
三

年
に

お

け
る

前
橋
糸
の

横
浜
相

　

場
は

四
七
〇
〜
五

八

〇
ド

ル

（

『

横
浜
市
史
』

第
二

巻
、

四
二

〇
頁
）

、

　

平
均
価
格
五
二

五

ド
ル

で

あ
る

か

ら
、

一

八

六
二

〜
六｝．一
年
の

為
替

　

相
場
一

ド

ル

ー
六
・

四
〇
フ

ラ

ン

を

用
い

て
、

一

キ
ロ

グ
ラ

ム

当

り

　
の

横
浜
相

場
を

求
め

る

と
五

五
・

丑

ニ

フ

ラ

ン

と

な

り、

リ
ヨ

ン

相

　

場
の

七
七
パ

ー

セ

ン

ト
、

ロ

ン

ド

ン

相

場
の

八
ニ

パ

ー

セ

ン

ト

に

相

　

当
す
る

こ

と
に

な

る
，

（

4
）

　
例
え
ば

『

明
治
卜
一

年
度
商
況

年
報
』

で

は
「．
（

倫
敦
）

…・・
∴

　

封
度
二

伺・
：

…
」

、

「

（

里

昂
）

…
…
一

キ

ロ

ニ

付
…
…

」

と

記

載
さ
れ

　
て

い

る
（

『

明
治
前

期
産

婁
発
達
史
資
料
掴

別

滞

億

八
）

四
、

所

　

収
）

。

（

5
）

　
ロ

ン

ド

ン

ま
で

の

運

賃
は

、

　
『

横

浜
市
異
』

第．
 
巻
に

よ

れ
ば

　

雄
糸
｝

ト

ン

に

つ

き

六
ポ
ン

ド

で

あ
り

（

三

七
九
〜

八
〇
賞
）

、

ま

　
た

『

ジ

ャ

パ

ン

・

ヘ

ラ

ル

ド
隔

に

よ

れ
ば
一

八
六
六
年
に

は

生
糸
一
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ト

ン

当

り
四
ポ
ン

ド

〜
四

ポ
ン

ド
一

〇
シ

リ
ン

グ
で

あ
っ

た

（

→

ぎ

　
丶
匙

 
葛

§

窺
ミ
ミ
罫

窯
o

」
伊

日

　
U
Φ

o．
屮

Go
 

ρ

写
　
b
題
辱

ミ
き
題

　
丶

さ
ミ

9
鯵

Oo

譱
ミ
物

§

§
鳶
織

晦
黛

§
貸

謎
ミ
も
が

く
o一゚
q。

）

。

　
生
糸
の

場
合
運

賃
比
率
の

低
い

こ

と
は

す
で

に

指
摘
さ

れ

て

い

る

　
（

安
場
保

吉
「

明
冶
期
海
運
に

お

け
る

運

賃
と

生
産

性
」

、

新
保
博

、

　
安
場
保
吉
編
『

近
代

移
行
期
の

日

本
経
済
』、

日

本
経
済
新
聞

社、

一

　
九
七
九
年

、

所
収

、

一
、

…
L
］

頁
）

が
、

一

八

六

六
年
の

ト

ン

当
り

運

　
賃
を
四
ポ

ン

ド

五

シ

リ
ン

グ
と
し
、

第
一
一

表
に

よ

る
一

八

六
六

〜

　

六
七
年
の

為
替
相
場
一

ド

ル

B
四
シ

リ

ン

グ
ヒ

ペ

ン

ス

に

も
と
つ

い

　
て
一

ピ

ク

ル

当
り
の

運

賃
を

求
め

る
と

、

一
一

・

ニ

ド

ル

と

な

り、

　

横
浜
売
込
相
場
の
一
・

五
パ

ー

セ

ン

ト

に

あ
た

る

に

す
ぎ
な

い
．

（

6
）

　
連

賃
、

海
上

保
険
料、

そ

の

他
…

切
の

諸
経
費
は

、

生
糸
原
価

　
の
一

〇
〜
一

五
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

た
（

「

製
糸
諮
詢
会
記

事
」

九
六

　

頁、

『

明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』

第
八

集
（

四
）

、

所
収
）

。

（

7
）

弾

即

口

冠
Φい

、

ミ

両

篝
覧

ミ
鳶

『

ミ

§

ミ

亀
ヘ
ミ
み

ピ

自−

　
山
O

『

諺．

鰰

ρ

じd
訂
o

厂

6
刈

もQb

娼．

届
典

郵
便
蒸
気
船
の

発
達

　
と

と
も
に

、

一

八

七
〇
年
に

は
電

信
が

極
東
に

ま
で

延
長
さ
れ

る

よ

　

う
に

な
っ

た
こ

と

は

重

要
で

あ
る

（

導

ミ
ご

℃°

爵
）

。

ジ
寿、

ー

デ

ィ

　
ン

・

マ

セ

ソ

ン

商
会
の

横
浜

支
配
人
ウ

ィ

リ
ア

ム

。

ケ

ス

ゥ

ィ

ッ

ク

　

芝
厳
猷

旨

頭

霧
≦

8
犀

は
、

　一

八

五

九
年
一
一

月
に

コ

生
糸
根
場

　

は

中
国
と

ほ

ぼ
同
じ

相
場
に

な
っ

た
」

と

書
き

送
っ

て

い

る

（

≦’

　
訳

2
眠一
〇

犀

8
い

≦
獄
球

巴
厂

国

鉈
錘
αq9

≦

欝
b。

H20

＜’
HQ
。

 

汐

　

畧

丶

竃
餌

口σ

δ
＼

ゆ
＼

5
）

。

（

8
）

　
O
肉

、

さ
き

QQ
げ
勁

溢
αq
ぴ

鉱”

 
NO

（

馳
 

鍾

O

靆
く

鍋

く
〇
一．
μ

　
勺．

8y

（

9
）

蕁

ミ齢

五
、

結
び

に

か

え

て

　
本
稿
で

は

世
界

経
済
と
い

う

フ

レ

ー
ム

・

ワ

ー

ク

と

の

関
連
で

、

幕

末、

明
治
初
期
に

お

け

る

調

太
の

生
糸

輸
出
に

つ

い

て

数
量
的
に

検
討
し

て

き
た

が
、

従
来
の

説
と

は

異
な
り
、

こ

の

期
の

ヨ

t
ロ

ッ

パ
」

巾

場
に

お

け
る

日

本
糸
は
、

初
期
を

除
い

て
、

良
質
で

あ
っ

た
と
い

う

よ

り
も
他
の

　
　
　
　
　

　
　
　
も

　
　
め

　
　
ヘ

　
　
へ

輸
入
糸
に

比

較
し
て

相
対
的
に

良
質
で

あ
っ

た

に

す
ぎ
な
い

し
、

ま
た
ロ

ン

ド

ン

及
び

リ

ヨ

ン

市
場
に

お

け
る
日

本
糸
価
格
は
低

廉
と

い

う
よ

り
も

明
ら
か

に

継
続
し
て

高
価
格
で

あ

り、

た

え
ず
イ

タ
リ

ア

糸、

中
国
糸、

ベ

ン

ガ

ル

糸
と
の

競
合
関
係
に

お
か
れ
、

粗
製
濫
造
に

よ
る

品
質
低
下

に

よ
っ

て
、

市
場
拡
大
の

可
能
性
さ
え

き
わ
め
て

制
限
さ
れ
て

い

た

と
い

え

る
。

ま
た

横
浜
売
込
相
場
は
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

市
場
に

お
け
る

市
場
価
格
に

対
応
し
て

設
定
さ

れ
て

お

り、

従

来
い

わ
れ
て

い

る
よ

う
な
著
し
い

価
格

差
は

存
在
し
な

か
っ

た
。

　
養
蚕
、

製
糸
業
は
主
と

し
て

季
節

的
か

つ

集
約
的
手
労
働
を

基
礎
と

し

て

い

る

た

め

に
、

綿
業
に

比

較
し
て

先
進
国
と
の

生
産
力
な

い

し
は

技
術

格
差
は

小
さ

く
、

そ

れ
ゆ

え

に

こ

そ

日

本
糸
が

關
港
以
降、

従
来
の

鬮
内

に

お

け
る

製
糸
業
の

発
展
段
階
の

高
さ

に

支
え
ら
れ
て

、

国
際
市
場
で

容
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易
に

競
争
力
を
も
つ

こ

と
が
可
能
で

あ
っ

た

が
、

こ

の

こ

と
は
逆
に
、

生

醴
力
格
差
が

僅

少
で

あ
る

が

ゆ
え
に
、

劣
質
の

中
国
糸、

ベ

ン

ガ
ル

糸
と

の

競
合
関
係
に

も
容
易
に

さ
ら
さ
れ
ざ
る

を
え

な
い

と

い

う
こ

と
を
も
意

味
し
て

い

た
。

し

か

し

な

が

ら
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

市
場
に

お
い

て

日

本

糸
の

も
つ

シ

ェ

ア

は

中
鬮
糸
に

比
較
し
て

は

る

か
に

少
な
・

＼

　一

定
の

市
場
確

保
の

た

め
に

は
、

H
本
糸
は

必
ず
し
も

良
質
で

あ
る

必
要
は

な

く
、

む

し

ろ

相
対
的
に

良

質
で

さ
え
あ
れ
ば
そ

れ
で

十
分
で

あ
っ

た
。

そ

し
て

こ

う

し
た
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

市
場
に
訴

40

け
る
日

本
糸
市
場
拡
大
の

限
界
こ

そ
、

八

〇

年
代
以
降
急
速
に

ア

メ

リ
カ

向
輸
出
に

傾
斜
し
て

ゆ
か
ざ

る
を

え
な

い

必

然
性
を

内
包
し

て

い

た

と

い

え
よ
う

。

　
開
港
後
日

本
に

進
出
し
て

き
た

外
商
は
、

イ

ギ

リ
ス

系
の

ジ
ャ

ー

デ

ィ

ン

・

マ

セ

ソ

ン

商
会

、

デ

ン

ト

商
会、

ア

メ

リ
カ

系
の

ウ

ォ

ル

シ

ュ

・

ホ

ー

ル

商
会
な

ど
主
と
し
て

中
国
貿
易
の

経
験
を

も
ち、

中
国
を
本
拠
と

す

　
　
　
　
　

　（
1

）

る

商
会
で

あ
っ

た
。

幕
末

、

明
治
期
に

お

け
る

貿
易
の

巾
で

外

商
の

も
つ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

2）

重

要
性
に

つ

い

て

は
改
め

て

指
摘
す
る

ま
で

も
な

い

が
、

外

商
に

関
す
る

　
　
　
　
　

　
　
　（
3）

、
研
究
は

非
常
に

少
な

い
。

外
商
の

活
動
に

つ

い

て

は

別
の

機
会
に

ゆ
ず
り

た

い

が
、

巾−
国
貿
易
に

お

い

て

も
一

八

六
〇
年
代
半
ば

以
降
は

商
社
が

乱

　
　
　
　
　

？〕

立

気
味
で

あ

り
、

ま
た

す
で

に

み
た
よ

う
に

ヲ
ー

ロ

ッ

パ

醇
場
に

お
い

て

は

申
国
糸
と
日

本
糸
は

相
互

に

競
合
関
係
に

あ
っ

た

た

め

に

曄

本
糸

輸
出

の

増
加
は

中
国

糸
市
場
の

後
退
を

意
味
し

、

さ

ら
に

洋
銀
相
場
の

変
動
に

も

影
響
さ

れ
て

、

生
糸
貿
易
は
一

般
的
に

外
商
に

と
っ

て

必
ず
し
も
高
利

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
（
5）

瀾
の

達
成
を

保
証
し
な
か
っ

た。

と
く
に

資
金

力
の

乏
し

い

外
商
の

場
合

に

は

お
の

ず
か

ら
輸
出
市
場
が

限

定
さ
れ
、

同
時
に

取
扱
糸
に
つ

い

て

も

特
化
せ

ざ
る

を
え

ず
、

そ

の

た

め
に
一

層
投

機
的
性
格
を

帯
び
ざ
る

を
え

な
か
っ

た

と
い

え
る．、

註
（

1
）

　
山−
国
貿
易
に

お

け
る

欧
米
商
社
の

類

型
に

つ

い

て

は
、

生
糸
貿

　
田

勿

に

関
し

て
、

ジ

ャ

ー

デ

ィ

ン

。

マ

セ

ソ

ン

商
A
広

の

よ

う
な
一

般

商

　

社
と

生
糸
取
引
に

の

み

特
化
し
た

欧
米
生

糸
商
の

支
店
、

代
理
店
の

　
二

類
型
の

あ
る

こ

と
が

す
で

に

指
摘
さ

れ
て

い

る

（

Φ¶
O．

諺
犀

震

　
肆

口

儒

諺゜
O°

Uo
昌

包
普
o

諺
ρ

o
芍゜

窟

計

賢

曾
）

。

（

2
）

　
外
商
取
扱
高
は
、

　一

八

七
四

年
輸
出
九
九

・

四
五
パ

ー

セ

ン

　
ト
、

輸
入
九
九
。

九
七
パ

ー
セ

ン

ト
、

ま
た
一

九
〇
〇
狂−
は

輸
出

六

　
二
・

九
四
パ

ー

セ

ン

ト
、

輸
入
⊥

ハ

○
・

六
一

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

た

　

（

高
橋
亀
吉
『

明
治
大
正

産
業
発
達
史
』 、

改
造

社
、

一

九
二

九
年、

　
二

三

六
頁
）

Q

（

3
）

　
外
商
に
蚕
即

及
し
た

研
究
と
し

て

は

○．
O．

諺
諜
 

資

俸

》°
O°

　
Oo
邸

巳

蹄
o

諺
ρ

魯’
黜
尹
鰍’

窰
o

冢
鬱
g
ご

丶

ミ
驚
ミ
恥

畢村

丶

奪

　
辱

葛

蕊

ミ
逡
へ

鬟
M

（

○

讐
巳
αq
 

疹wO

嵩
犀

く讐

即
ロσ
‘

鱶
 

 
）

、

藤

　

本
実
也、

前
掲
書、

中
巻
及
び
下
巻
、

菅
野
和

太
郎
『

幕
末
維
新
経

　

済
史
研
究
』

　
（

ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書…
房

、

　一

九
六
一

年
）

が

あ
る

。

（

4
）

　
ω．

冨

鷺
コ

澪
が

洳

ミ
ま

§
塁

衛

、

騷
聡

幾
讐
ミ

丶

ミ
や
M
納
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訟
く
Φ

亳
09

¢
巳
く。

℃

話
・゚

°・”
回

8
剖

や

訟
卜。呷

（

5
）

ジ
ャ

ー

デ
ィ

ン

・

マ

セ

ソ

ン

商
会
の

ω

口

日
ヨ

践
団

》
ooo

ロ

ロ

2

　
に

よ
る

と
、

英
鬮
向
生
糸
貿

易
は
一

八

六
七
〜
六
八

年

度

利

益

五

　
八
、

八
一

三

ド
ル

、

六
八
〜

六
九
年
度
損
失
一

四
三

、

四
二

六
ド

ル
、

　
六
九

〜
七
〇
年

度
利
益
五

、

九
匹
七
ド

ル
、

七
｝

〜
七一

盃・
度
損
柴

　
一

五
、

亠

ハ

七
五

ド

ル

で

あ

り
ハ

叢”
誤
圃
丶
韻

濤
）

、

バ

タ

フ

ィ

ー

ル

　
ド
・

ス

ワ

イ

ヤ

ー

商
会
（

太

古
洋
行
）

は
、

一

八

六
八

〜
八
C
年
の

　

生
糸
貿
易
で

約
七
八

、

○
○
○
ポ

ン

ド

の

損

失
を

蒙
っ

た

（

ω幽

　

竃
鶏
注
口

興
印

口
餌

閃゚

国．

国
矯
傷

ρ

『

曹
句

§
こ
び

智
魯

毳

め
貸

§

§
丶

　
句

ミ
蓋

毳

鱠
−

毳り

＝
話
愚
oo

一

¢
巳
く°

剛

お
ω

9

お
 

メ

噂

レ
ゆ
瞬
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get the  rnen  of  same  trade  together  and  to  revive  the  homogenious  trade

,association.

        Quantitative Review  on  Japan's Raw  Silk Exports

                   from 1859 to  the  Mid-1870s.

            ,
 SHIN-YA  SUGIYAMA

  Raw  silk  was  the  most  important export  article  from  Japan during  the

'p.
 roeess  of  industrialization. The  development of  the  si]k  reeling  industry

in Japan was  accelerated  by  the  continuous  increase  in demand  for Japanese
silk  overseas  after  the  opening  of  the ports  in 1859. [t has been  insisted

in eariier  studies,  firstly, that  the  rapid  increase  ef  ra'N  '}'ilk exports  from

Japan, mostXy  i:rom Yokohama,  was  rnainly  due to  it:s good  quality  and

cheap  price ancl  secondly,  therefore,  that  western  me-rchants  who  dea!t
･exclusively

 with  raw  silk  exports  enjoyed  an  enormous  profit in the  trans-

action  owing  to the  difference in prices  betweenYokohama  ,and the  inter-

natie=al  markets  (London and  Lyons).

  I inten(l in thi,$ article  to  review  quantitatively  these  discussions on

.Japan's  raw  silk  exports  from  1859 to  the  mid-1870'swith  special  reference

!o  the  London  and  Lyons  markets  where  Japanese -raw s]tlk  was  transperted,

using  main]y  Britisk  Consular RePorts and  the Jardine Matheson  Archive.

  London  was  the  distribution centre  of  the  svorld  silk  trtttde in the  middle

vf  the  19th century.  In the  early  1860's Japanese raw  silk was  exported  to

Britain  via  ShanghaL  After  the  opening  of  regular  seJ;vices  te  Yokoharna

by  the  Peninsular &  Oriental Steam  Navigation  Company  in 1864 and  Mes-

sageries  Imperiales in 1865, direct shipments  to  Britain and  France  increas-

･ed. ThQugh  the  shipments  to Marseiles increased es;pecially  after  the

･epening  of  the  Sllez Canal  in 1869, London  remained  the  central  the  market

･of the  world  silk  trade  until  18ee.

  Before Japanese silk  was  impQrted  to  Britain in 1859, Chinese  silk  to3k

a share  of  70-80 per  cent  of  Britain's total  raw  silk  im?orts and  estab-

]ished a  predoininane  pesition  in the  London  silk  market.  Japanese silk  was

first welcomedwi'th  enthusiasm  and  its imports increased  to 2, 294  thousa-d

lbs. in 1863, er  27 per  cent  of  Britain's raw  silk  imports.  }{owever, tlhe

  2 (355)
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quality  of  Japanese silk  deteriorated in the  following year$  and  its impo]rt$

were  continuously  stagnant  partly  because of  the  deterioration in qua!ity

and  partly  of  the  increase  in imports  of  Chinese  silk.  
'l"he

 pxice of  Japa-

nese  silk  beth on  the  London  and  Lyons  markets  had  been  continuously

high during this  period. In both quality and  price, Japanese silk  remained

in lceen competition  with  Italian, Chinese and  Bengal  silk,  and,  though  its

quality  was  co/mparative!y  better than  Chinese  and  Bengal  sil'k, the  pos-

sibility  of  expanding  its market  was  restrieted  due to  the  stagnation  of

the  domestic raw  silk  production  and  the  decline in qualjty,  ･

 The  second  d!scussion con ¢ erning  the  difference in p.ri.ces turns  to  the

misca},cuiat.ion  of  the  exehange  rates.  Reviewing  carefully  p/cices in Yoko-

!nama, London  and  Lyons, the  price  in Yokohama  was  about  83 per  cent  on

average'  of  the  prices  in London  and  Lyons, which  ws.s  quite reasonab],e,

jf freight, insurance and  other  expenses  were  included. It is necessary  to

pursue  a  detai:,ed study  on  the  operations  of  western  mer.chants  in Japan.

      Thought  and  Behaviour  of  the  Silk and  Rayen  Textile

             Manufacturers  on  a  Small  Scale before

               and  during the Second  World  War

                        SEISU,KE KUROSAKI

  It is. $aid  that  the  historical studies  have  not  been  made  concretely

enough  of  the  middJe  class  in the  cities  in modern  Japan. It is fe}iciteus

that  Keiichi  Noguchi,  filling this  vojd,  recently  wrote  The  Study  of  the

History  of  tke Lower  Middle  Class Movement  in the Cities (l976). In it he

cliseus$es  in detaii the  democratical  movement  of  the  lower m.iddle  elass  in

zhe  cities,that  i$, the  thought  and  the  behaviour of  the  po]iti¢ ai  parti,es

(such as  the  Republican Renewal  Party, Kyoozva  Ilsshin Too established  in

].931)' in the  preparatory  period  and  the  period  of  matu;'ity  ofJ' the  Japanese

fascism. After  t:het';e periods  comes  what  Masao  Maruyama  termed  the

eonsummation  period  of  the  Japanese fascism (Theteght and  Behaviour  in

Modern  laPanese Politics, 1956).

 This  article  intends  to  analyse  the  thought  and  behaviou/r oi  the  low'er

middle  caass  citizens  in the  latter period.  When  the  Irnperj,al Rule  Assist-

                                                        (354) 3


